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凡 例
　１　本報告書は、埋蔵文化財分布調査基礎調査として平成 25 年度から実施してきた南
　　陽市内の地名と字限図調査のうち沖郷分をまとめた南陽市字限図調査報告書である。

　２　調査は、南陽市教育委員会が実施した。

　３　事務局体制は次のとおりである。
　　　主 管 課　スポーツ文化課（平成 25、26 年度）
　　　　　　　　社会教育課（平成 27 年度～）
　　　事 務 局　スポーツ文化課長　江口和浩（平成 25、26 年度）
　　　　　　　　社会教育課長　田中吉弘（平成 27 年度）
　　　　　　　　　　　〃　　　佐藤賢一（平成 28 ～ 30 年度）、
　　　　　　　　　　　〃　　　板垣幸広（令和元～２年度）
　　　　　　　　　　　〃　　　山口広昭（令和３～）
　　　　　　　　社会教育課長補佐　角田朋行（平成 25 年度～）　　　
　　　　　　　　社会教育課嘱託・会計年度任用職員　斉藤紘輝（令和元年～）　

　４　本報告書の執筆、編集は角田朋行が行った。

　５　字限図のデジタル化は、これまで主に下記の分担により行った。
　　　角田朋行：赤湯、金沢、長岡、椚塚、爼柳、松沢、三間通、上野、二色根、大橋、
　                         郡山、島貫、  中ノ目、中落合、西落合、萩生田、若狭郷屋、鍋田、長瀞、
  　  蒲生田、高梨、  関根、露橋、沖田、坂井、法師柳、宮崎、宮内、金山 、
       梨郷、和田、竹原、  砂塚、羽付 、池黒、漆山、川樋、小岩沢
　　　斉藤紘輝：漆山、川樋、小岩沢

　６　土地利用図の地目毎の塗り分けは下記によった。

　７　小字名の漢字は、明治期の字限図の記載によった。

道

水路・川・湖沼

橋

宅地

寺・神社

墳墓地

畑

水田

草地・原野・茅場・荒地・堤塘

林
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２．字限図について
　表題は、明治 7 年調製のものは地租御改正精絵図、明治８年調製のものは国、郡、村
名に続いて字限図、全地字限絵図、字限全地絵図、全地絵図、精絵図、明治 25 年及び
26 年調製のものは単に地図、字切図となっている。様々な名称が用いられているが、本
報告書では字限図の呼称を用いる。
　南陽市内の明治時代の字限図は、市教育委員会、市税務課、各地区に保管されている。
市が保管する字限図は、表１のとおりである。今次調査では、主として明治７年（1874）、
８年（1875）、26 年（1893）の字限図を主に使用した。
　
３．調査範囲
　調査範囲は、南陽市域のうち山間部を除いた範囲とし、主に宮内扇状地の地域を対象と
した。今次報告地域は、沖郷である。

４．作図
　（１）字限図のデジタル化と土地利用図の作成
　　スキャナーで読み込んだ字限図を１葉ごとデジタルトレースし、作成した小字単位の
　土地利用図を張り合わせ、地区毎の土地利用図を作成した。
　　土地利用図を作成するために、小字の輪郭をデジタルトレースし、地目毎に次のよう
　な配色で色分けを行った。なお、地目変更がある場合及び畦線等の変更・追加があった
　場合は古い方を優先とした。ソフトは Inkscape を使用した。
　　水田は白抜き、畑は黄緑色、草地・原野・萱場・芦場・高岸・砂地は緑色、水路・湖
　沼・溜池・川は青色、道路は赤色、宅地、公共用地は茶色、墓地は黄色、神社・寺は灰
　色、山林は濃緑色に塗り分け、土地利用図を作成した。

第１章　調査の概要

１．調査の経緯等
　市教育委員会では、平成３～５年度に市内遺跡分
布調査の基礎となる内部資料を作成するため市内平
野部の字限図調査を実施した（角田）。各地区の小
字の字限図から字寄図を作成し、それを基本図とし
て土地利用図、旧地形推定図、館跡や条里制等の分
布参考図等を作成し、分布調査等の諸調査に活用
してきたが、平成 25 年度から新たにこの字限図調
査のデジタル化に取り組んだ。
　今次調査では字限図をデジタル化したうえで土地
利用図を作成し、小字名・地名を採録した。これま
で赤湯・宮内・金山地区分が報告済みとなっており、
本報告書では沖郷地区分について報告する。

沖郷

梨郷

赤湯

宮内
漆山 中川

金山

吉野

第１図　南陽市内の地区境
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地区 デジタル化数 明治 7年 明治８年 明治 25年 明治 26 年 明治 27 年 明治 31 年 年不明・昭和
赤湯 赤湯 118 〇 〇 〇

金沢 36 〇 〇
長岡 31 〇
椚塚 80 〇 〇
爼柳 32 〇
松沢 32 〇 〇
三間通 59 地
上野 19 □
二色根 32 地
大橋 43 □

沖郷 郡山 39 〇 □
島貫 17 〇 □
中ノ目 55 □
中落合 29 〇 □
西落合 16 〇 □
萩生田 40 〇 □
若狭郷屋 24 〇 □
鍋田 81 〇 □
長瀞 14 〇 □
蒲生田 54 □
高梨 48 〇 □
関根 42 〇 □
露橋 40 □
沖田 16 〇 □
坂井 17 〇 □
法師柳 25 〇 □
宮崎 127 〇 〇・□

宮内 宮内 201 〇
金山 金山 150 〇 〇
梨郷 梨郷 90 〇 □

和田 45 〇・□
竹原 49 〇 □
砂塚 88 □

漆山 羽付 32 〇
漆山 81 〇 〇 〇
池黒 67 〇

吉野 荻 〇 □
下荻 〇 □
小滝 □

中川 川樋 □
小岩沢 □
新田 □
元中山 ？
日影 ？
釜渡戸 ？
※全ての小字が揃っていないものを含む。
〇：市史編さん室、地：地区保管、□：税務課保管

表１　字限図の保管場所

墳墓地：黄色70%

社寺:灰色70%
(寺・神社）

道：赤70%

水路・川・湖沼：青70%

草地・原野・茅場
荒地・堤塘:緑70%

畑：黄緑30%

水田：塗り無し

宅地：黄土色70%

林：深緑色70%
橋：白色

黒線：２pt

黄色線:1pt

破線：破線１pt

<区割りレイヤーに記載>

区割り線

道、水路（湖沼）

草地・原野で水路沿いのものや雨季水路

<土地利用図レイヤーに記載>
畑・宅地

草地・原野・茅場等で面積のあるもの

社寺

墳墓地

デジタル図化方法

＜区割りレイヤーに記載＞
区割り線
道、水路（湖沼）
草地・原野で水路沿いのものや雨季水路

＜土地利用図レイヤーに記載＞
畑・宅地
草地・原野・茅場等で面積のあるもの
社寺、墳墓地、その他
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　（２）　土地利用図等を作成する際の修正について
　個々の字限図は、歪みや計測時の不正確さがあり、隣同士であっても境界の形状が合わ
ないことは珍しくない。地区毎の土地利用図の作成にあたって、その修正については概ね
次の方法によった。また、作成した小字単位のデータとそれを集合させた地区毎の土地利
用図は別に管理し境界線の修正状況を追認できるように図った。
　・地形図に重ね合わせて正誤が判断できる個所は地形図に沿って修正する。
　・周辺の図との整合性から、明らかに変形している図のみを修正する。
　・どうしても齟齬を生じる境界については、相互の境界線を近づけるように互いの境界
　　線を変形させて擦り合わせる。
　なお、中世城館等の埋没遺構等、詳細な検討を要する範囲については、ベースとなる地
形図の上に小字単位の土地利用図を重ね、必要に応じて昭和 20 年代等の空撮写真とも照
合した。

５．字限図及び土地利用図の活用法
　明治期の字限図を元に作成した土地利用図では、重機による大規模な開発が行われる以
前の微高地や旧河道といった自然地形、溝跡のような人為的地形が判読可能である。現在
は使われていないが明治時代まで使用されていた道や水路の位置も発掘調査前に把握でき
る。
　小字名・地名から古墓地、寺跡、神社跡、古墳等が推測される場合や、小字名・地名が
土地の成因や環境を示していることも多い。地名については、古語（やまと言葉）による
経験則的な地名研究やアイヌ語地名の研究の例も知られており、字名一覧の備考欄には参
考としてカナで記載した。また、方位や位置を示す「東西南北」、「前後」、「裏」を冠する
地名からは、人々がどの方向からその土地を見ていたかが推測できる。なかでも「前田」等、

「前」が付く地名の場合、宮内扇状地内では屋敷や墓地の南側を意味する割合が 70％であっ
た。
　土地利用図では、地目（土地利用法）及び地割から得られる情報がある。
　地目からは、土地の高低が推測できる。一般に水田は低地である。宅地や畑地は微高地
である場合が多い。草地は営農に適さない土地であることが多く、河川沿いの低湿地帯や
斜面、崖、水路の肩、塚等に見られる。水田（畑地）の中にぽつりと畑地（草地）が残る
場合は古墳、塚、古墓地の可能性があり、さらに当該地目内に交点を持つ地境が見られる
場合は高塚である可能性がある。
　地割からは、館跡、道路跡、水路跡、旧河道、条里水田跡、河川氾濫跡等を読み取るこ
とができる。河川氾濫跡では新旧の切り合い関係をみることもできる。館跡ではしばしば
周囲に堀跡が水田化した地割を見ることができる。最上川等の河川沿いでは開墾に伴う長
割りの地割が見られ、その長軸方向は排水方向に一致する傾向がある。湿地性の水田では、
堅田に比べ一区画が小さく密になる傾向がある。
　なお、土地利用図は明治初期の状況を示すものである。地名や地割りが年代的にどこま
で遡りえるのか、地割りの性格や成因には、発掘調査や文献等の様々な手法による検証が
必要である。
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第２章　土地利用図調査（地区別調査）

　１．沖郷地区
　（１）沖郷地区の概要と特色（第２図）
　　沖郷地区は、宮内扇状地の扇央部から扇端に位置する。地形的に宮内の関口付近から
　南西方向に見られる旧河道（堤群）を流れていた吉野川の影響が大きい。旧河道はさら
　に丸堤付近で東西に振れ、あたかも丸堤を扇頂とするような小扇状地状の景観を呈し、
　旧吉野川本流となる宮崎方面の他に高梨、沖田、鍋田、中ノ目及び赤湯の爼柳方面にか
　けて自然堤防を発達させている。また沖郷地区の西側では織

おりはた

機川と上
かみなし

無川の自然堤防が
　見られる。集落は主にこれら自然堤防上や河間低地中の微高地に立地している。赤湯や
　宮内に比べ沖郷地区では明治期の各集落は小規模で分散しているが、概ね各地区の中央
　付近に中心集落が立地し、屋敷や館の地名も見られる。
　　沖郷地区の南端は西流する吉野川、最上川が境となる。河川改修前は蛇行が著しく、
　川に近い土地は洪水氾濫地や荒地が多かったとみられ草地や新しい開拓地が多い。
　　当地区は弥生時代の石包丁を出土するなど古くから本市を代表する水田地帯である。
　郡山地区を中心に古代の遺跡が集中しており、付近に古代の置賜郡衙が所在していたと
　推定されているが、郡庁は未だ確認されていない。また、条里制が広がっていたとされ、
　方形地割や一ノ坪等の条里関連地名が残る。

　（２）沖郷条里制
　　①条里制と古代の遺跡
　　市内の条里制は、昭和 36 年に柏倉亮吉によって宮内条里として報告され、市史上巻
　で佐藤庄一が宮内の条里遺構として紹介した。さらに佐藤鎭雄は東西６条、南北７条の
　条里制を推定し沖郷条里制と呼称した（佐藤鎭雄 2010）。
　　条里制の痕跡とみられる方形区画の水田は、土地利用図において宮内地区から蒲生田
　地区（第３図）の一帯で明瞭に確認される。これを基に 109m の方眼メッシュを作成し、
　地図上に展開し精査した。その結果、このメッシュに整合する水路や道路、方形区画の
　存在等から、条里制の痕跡は、北は宮内の大清水神社付近、西は織機川（境川）を越え
　た付近（一部は関根・砂塚付近）、南は最上川、東は椚塚の吉野川付近までの広範囲に
　及ぶと見られる。その範囲は佐藤鎭雄が推定した沖郷条里制とほぼ一致するが、地名等
　も考慮すると条里制の範囲はさらに広がる可能性もある。また、今回は言及しないが、
　梨郷～池黒地区の山際に近い範囲では方位が異なる方形区割りが見られる。これは明治
　に北条郷に編入されるまで梨郷が下長井に属していたことと関連するのであろうか。
　　この宮内と蒲生田の方形区画水田に合わせた 109 ｍ方眼メッシュをそのまま南へ展
　開した場合、沖郷の若狭郷屋や中落合地区から南部では主要な水路や道路等の地割と横
　線の南北で概ね 20m の差が生じた。そこで 109m メッシュを南にずらして地図上に展
　開し、唐

からこし

越遺跡南側の古道に横線を合わせると沖郷、赤湯地区の地割と整合性が高くなっ
　た。これは横軸が異なる条里型地割が存在する可能性を示す。このような差は道路等を
　挟む例が知られるが、属する郷の違いを示す可能性についても検討が必要である。



沖郷地区（現在）

第２図　沖郷地区の土地利用図

地区名 条里・郡衙関連小字名
宮内 中坪
金山 中里
小滝 中里
池黒 大坪
梨郷 宮城

上西郡
北・西・南・上六丁目

砂塚 下西郡
竹原 宮城
三間通 中坪
長岡 中野坪
郡山 中ノ坪
島貫 元八ノ一、元八ノ二
高梨 中坪

中里
沖田 中坪
西落合 中之坪
法師柳 中坪
鍋田 中之坪

三條院
一ノ坪

中ノ目 郡山前
東中里、西中里

中落合 （中ノ坪）※位置不明
桑木会

長瀞 （中坪）※位置不明

第３図　蒲生田地区の方形区画の水田（条里水田跡）
5

第 2表　南陽市内の条里・郡衙関連小字名
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萩
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鍋
田

鍋
田

中
ノ
目

中
ノ
目

沖
田

島
貫 郡

山

若
狭
郷
屋

※黒線：地区境は明治期
吉野川
（関口以南は中野川ともいう）
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　　この横軸が異なる 109m メッシュ範囲について、若狭郷屋・中落合から北側の地割
　を条里型地割１、南側の地割を条里型地割２と仮称する（第４図）。
　　この第４図の方眼メッシュをこれまで発掘調査で得られた古代の遺構と照合すると、
　条里型地割１では、清水上遺跡の東西溝（SD4）や 2015 年度旭町高梨線道路側溝立会
　調査の東西溝（SD1、SD2）等がメッシュ線に概ね一致する。条里型地割２では、唐

からこし

越
　遺跡の南北溝（SD2648）、同南端 B 地区の南に位置する東西方位の古道、沢見遺跡の
　南北大溝（SD1）、中落合遺跡の囲

いにょう

繞された建物群南端の東西方位の柵列跡（SA26）が
　このメッシュに整合する。唐越遺跡の古道から中落合遺跡の建物群の正面までは、南北
　方向で４坪分（436 ｍ）離れた位置関係にある。本地域では郡庁は未発見であり、郡
　衙に関連するとされる遺跡は自然堤防上に分散しているが、この両遺跡の状況から古代
　の郡衙関連施設が条里制に関連する地割を意識して立地していた可能性が考えられる。
　この他に、矢ノ目館跡西端の南北大溝（KY3）は坪区画を東西に三分の一にした地点に、
　唐越遺跡の SD1 は坪区画を南北に二分した地点に位置する（第５図）。
　　また、第４図の方眼メッシュと土地利用図を比較した場合、宮内、赤湯、沖郷では水
　路や河川、古道等が条里型地割１、２のメッシュ線に一致するか、すぐ近くを平行する
　ような位置関係にある状況が所々で確認された。本地域では中近世に大規模な耕地整理
　が行われなかったため、条里制の影響を受けた地割りが残り易かったとも考えられる。
　　次に地名をみていくと、市内の条里・郡衙関連地名と思われる小字名（第 2 表）は、
　中ノ坪（11 ヶ所）、大坪、中里（４ヶ所）、一ノ坪、宮城（２ヶ所）、上・下西

にしごおり

郡、三條院、
　郡山前がある。また、関連の可能性がある小字名は、北・西・南・上六丁目、元八１・２、
　鯲

どじょうめ

面、桑木会、地名では萩生田の「中さと在家」や「君殿」、郡山の「ヒョンノメ（兵衛の目）」、
　鍋田の「くりけ」、川・堰名で「厨川（吉野川）」「厨川堰」がある。

　②沖郷条里制の条と里について
　　「条」と「里」については、関連地名として「条（條）」「里」、その転化として「丁」　「丁
　目」「城」「縄」「森」等が知られる。市内の小字名では、鍋田地区の「三條院」、梨郷地
　区の「上・北・西・南六丁目」が関連地名と考えられる。この他、宮崎地区の「八丁巻」
　は面積を示す「町」の転化とみられ、三間通地区の「一～三丁場」は近世開拓地である。
　宮内地区の「三番縄」も近世地名と思われる。また、ジョウと読めるものに、鍋田地区
　「内城」、「まないじょう」、若狭郷屋地区「浦城」、蒲生田地区「鯲

どじょうめ

目（五条目カ）」、漆
　山地区「一

いちじょうばたけ

上畠」等の小字名や地名がある。
　　沖郷条里制の条と里を復元するうえで、この「三條院」が属する里が三条に位置する
　と考えれば、次にその里内での坪の配置として参考になるのは、「三條院」の北に接す
　る小字名「一ノ坪」である。一の坪は、条里制の六十間四方を縦に六つ、横に六つに
　三十六等分した最初の坪の呼称に由来することが多い。但し、十一の坪、二十一の坪、
　三十一の坪の 10 の位が欠落した名称の場合もある。
　　この一ノ坪が里内のどの角に位置するかによって、条が南北どちらから始まるか、里
　が東西どちらから始まるかが決まってくる。そこで三十六等分した坪からなる里の枠を
　里の方眼メッシュとして作成し、先に地図上に展開していた 109m の方眼メッシュに
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一ノ坪

三條院

第４図　宮内扇状地 109 ｍメッシュ図（青メッシュは唐越遺跡南の古道を基準とした場合）
　　　　※赤（条里型地割１）・青（条里型地割２）※各メッシュの境目や広がりは未確定

０ 1㎞

一ノ坪
三條院

第５図　条里型地割の坪境線 ( 赤線 ) と遺構

①唐越遺跡 ②中落合遺跡 ③矢ノ目館跡遺跡

④清水上遺跡 ⑤沢見遺跡
角田朋行ほか　2016『唐越遺跡発掘調査報告書』
　（南陽市埋蔵文化財調査報告書第 12 集）
　南陽市教育委員会
氏家信行ほか　2008『中落合遺跡発掘調査報告書』
　（山形県埋蔵文化財センター調査報告書第 168 集）
　財団法人山形県埋蔵文化財センター
吉野一郎　1984『郡山 矢ノ目館跡遺跡』
　（南陽市埋蔵文化財調査報告書第 1 集）
　南陽市教育委員会
角田朋行　2016『南陽市遺跡分布調査報告書（３）』
　（南陽市埋蔵文化財調査報告書第 11 集）
　南陽市教育委員会
角田朋行　2016『南陽市遺跡分布調査報告書（４）』
　（南陽市埋蔵文化財調査報告書第 13 集）
　南陽市教育委員会

SD2648

SD1 KY2

KY3

SA26

SD20

SD4

SD1

古道



8

　重ねて精査した。里境は単なる坪境よりもしっかりと区画され、地割がより明確に残存
　する可能性が高いと仮定しつつ、一ノ坪を四隅等に配置し平行式・千鳥式の計８つの組
　合せでその妥当性を検討した。その結果一ノ坪が南東角か北東角付近に位置するか、或
　は里の中央の二十一の坪に位置した場合に数値地名や重要な古道・水路等に整合する率
　が高いと判断された。これにより里は東から始まっていると仮定した。一ノ坪が南東角
　にあたる場合を類型 A、北東角にあたる場合を類型 B、二十一の坪にあたる場合を類型
　C として、「三條院」を三条と仮定し検討を進めた。なお従来の沖郷条里制（佐藤鎭雄
　2010）は類型 B で一条通りを境に北・南何条と付番する案を示すが、掲載されている
　図では一ノ坪と三條院の文字が一条分だけ南に誤植されているため注意が必要である。
　　類型 A に依った場合、南から北への付番になるため、大橋地区付近が一条となる。
　梨郷の「六丁目」は五条と六条に跨る位置となり概ね地名での整合性はあるが、条里型
　地割１・２のような差異のある地域をまたがって付番が連続するのか不明である。
　　類型 B に依った場合、北から南への付番になるため、赤湯駅や沢田遺跡のある条が
　一条めとなり、ここから大橋までが五条である。その北は熊野大社のある条を一条とす
　ると梨郷の「六丁目」は五条と六条に跨る位置となる（第６図）。これは条里型地割１・
　２の違いのある地域と概ね整合する。
　　類型 C に依った場合、始まりが南東角でも北東角でも二十一の坪はほぼ同じ位置に
　くる。類型 B に準じ北東角から始まると仮定すると、条里型地割２の範囲では中落合
　遺跡を含む条が一条となり、大橋までが六条である。条里型地割１の範囲では熊野大社
　がある条を一条とすると梨郷の「六丁目」は六条に、蒲生田の「鯲

どじょうめ

目」は五条に収まる。
　条里型地割１・２の違いのある地域と概ね整合する。さらに里境の南北線が織機川（境
　川）や宮内地区の吉野川に整合し、若狭郷屋と三間通の境となる水路や鍋田と中ノ目境
　となる水路に整合するなど、重要な地割に良く整合する（第６図）。さらにこの類型 C
　では熊野大社を含む里の東辺となる里境の線を北へ延すと大高山の山頂を通過する。山
　と条里の基線に何か関係があるのか類例等も調べる必要があろう。
　　なお、今次調査による沖郷条里制の修正案は今回示していない。その範囲は従前の沖
　郷条里制の範囲に加え、類型 B、C で、なおかつ条里型地割１、２に整合する地割や地名、
　遺構が確認される範囲についてさらに調査を続ける必要があると考える。地名からすれ
　ば一条通りを境に北・南何条と付番するよりも、北から付番する二つの条里制と考えた
　ほうが整合性が高いように思われる。

　③周辺の条里制について
　　置賜地域では、東置賜郡史において高畠町の条里制が推定されている。小字名「三条目」
　を基に屋代川付近を一条とした北から南への十条を想定し、「飯森」「二森」を一里、二
　里の転化として東から西への６里の範囲を想定している。また、川西町には「一条」や「三
　丁目」と言った小字名が残る。米沢市では条里制に関連する小字名は確認できない。
　　このうち東置賜郡史の高畠町の条里と図６を比較すると類型 C の里境との整合性が
　見られ、大橋地区で六条となる条が高畠町の条里として推定されている一条に一致し、
　東西方向でも西にわずかにずれるだけである。今後さらに検証が求められる。



9

0 500ｍ １里２里３里４里５里６里７里８里９里10里11里

１条

２条

３条

４条

５条

２条

３条

４条

５条

６条

７条

１条

１里２里３里４里５里６里７里８里９里10里

第６図　類型 B・Cの場合の条里メッシュ図と条里関連地名の分布状況
※条・里は機械的に付番したもの。当該範囲全域に条里制が施行されていたことを示すものではない。
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　（３）沖郷地区の集落、屋敷・館等
　　字限図から作成した土地利用図から判読可能な主な集落、屋敷・館跡等として 36 地
　点を第７図～第 1 ２図に示す。
　①矢ノ目館跡は水堀と土塁で囲われた館跡である。近年まで館の南東部に堀跡が残っ　
　ていたが字限図では表現されていない。周辺の方形地割は条里制に関連すると思われる。
　②関根館跡は方形の輪郭式の館跡「館ノ内」とその南に広がる集落「屋敷」が見られる。
　③中落合館跡は方形の館跡で、その北と東に大きな運河跡が見られる。この運河が造ら
　れた時期等はまだわかっていない。中落合遺跡では慈眼寺の南西に囲

いにょう

繞された古代の建
　物群が検出されている。布目瓦も表採されている郡衙関連遺跡である。
　④蒲

か も う だ

生田館跡は旧吉野川右岸に帆立貝状の主郭とその北に二つの曲輪がある。主郭の西
　と東南にも曲輪が見られ、それぞれ西門口、南館の地名が残る。平地にあり現在は要害
　性をあまり感じないが、元々は東は吉野川、西はその派流の低湿地に挟まれ、地名から
　も谷状の高低差の多い土地に囲まれていたことがうかがわれる。
　⑤鵜ノ木館跡は方形の館であったと思われ、西に鵜ノ木堤があった。内城館跡は小字名
　「内城」から館跡とされるが字限図では形は不明確である。熊の前館跡（みょう）は熊
　野神社の南に位置し堀も残っていた。「みょう」は「名田」の名残ではないかとされる。
　⑥沖田館跡は南北方向に長い方形で周囲を水堀で囲んでいる。
　⑦野添館跡は吉野川右岸に位置し、方形館の堀跡を示す水田が見られた。享保年間の絵
　図にも畑の中に方形の堀だけが描かれている。その西側にも類似した草地のコの字型の
　地割が見られる。現在は堤防になっており館跡は河川改修で消滅したと思われる。
　⑧露橋 A 館跡は県の城館遺跡調査で確認された。周囲に水堀（水田）をめぐらす。露
　橋 B 館は平成 7 年度県分布調査で露橋遺跡に改名されている。
　⑨宮崎館跡（御殿跡）は米沢藩主が鷹狩等を行う際に利用されたとされ、方形地割に水
　路をめぐらし内側に土塁跡（草地）が見られる。東は旧吉野川旧河道で蓮池があった。
　⑩将

しょうげん

監屋敷跡は旧吉野川左岸の自然堤防上に立地し、釣鐘型地割の周囲に水路をめぐ
　らせ、一部土塁（草地）も残っていたとみられる。古代から中世の遺物が表採される。
　⑪郡山字長巻・十二ノ前は「長巻」の屋敷とその北側の「十二の前」の畑地にやや東西
　に長い方形の堀跡（水田）が見られる。館跡或は寺や神社があった可能性もある。
　⑫郡山字杉の上は郡山堤の南に位置し、南北に長い方形の地割で、屋敷周囲は堀や水路
　がめぐっていたと思われる。平成の土地区画整理事業の際に多くの須恵器が出土した。
　⑬高梨字西屋敷周辺には屋敷が集まっている。条里の一坪につき一つの屋敷があるよう
　な分散した立地状況になっている。
　⑭高梨字下屋敷では方形の屋敷が北と南に見られる。集落の傾きや南北の長さ等、西隣
　りに位置する沖田館との関連性があると思われる。
　⑮坂井字屋敷・北屋敷は上無川の左岸の自然堤防に位置し、水路と道で囲まれた方形の
　屋敷とその周囲に集まった屋敷から成る。
　⑯若狭郷屋字中屋敷は旧吉野川左岸に位置し、集落をめぐる道や周辺地割には歪んだ形
　をしたものや蛇行したものが多くみられ、旧吉野川の氾濫影響を受けている。
　⑰若狭郷屋字内ノ方は打方在家に関連する屋敷と思われ、旧吉野川左岸や中洲状の土地
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　に立地していると思われる。
　⑱郡山字沢口は通称「ヒョンノメ（兵司の目）」と呼ばれ、屋敷の地割はやや東に振れる。
　沢口遺跡として知られ郡衙との関連が指摘される。古代の遺構や遺物が出土している。
　⑲西落合の字屋敷は集落を道路が方形に囲み、その北辺の道は条里制の坪境に一致して
　いる。北辺の道に沿って水田が東西に並ぶことから、中落合の北側の運河が西落合の北
　側にも続いている可能性がある。
　⑳中ノ目字亀屋敷は水田に浮かぶ亀のような形状の微高地である。方形の屋敷跡とみら
　れ、堀跡と思われる草地が北から西辺に見られたが現在は耕地整理で消滅した。
　㉑中ノ目字松田屋敷は堀跡と思われる水田跡が周囲を囲む方形館跡であるが、一帯は耕
　地整理で水田化され現在は確認できない。
　㉒中ノ目字南屋敷は、字「南屋敷」の南西角に沖田館に似た長方形の屋敷跡がみられ、
　堀跡と思われる水田跡が周囲を囲んでいる。
　㉓中ノ目字西屋敷・東屋敷は道の東と西に屋敷が集まって集落を成しており、西屋敷側
　では屋敷の周囲を草地が取り囲む堀状の地割が見られる。
　㉔長瀞字下在家では方形の屋敷がみられる。長瀞村「下在家」は明和四年北條之内長瀞
　村御検地帳にも記されている。
　㉕長瀞館跡は周りを水堀で囲み土塁を備えていたと言いその一部が残る。水堀も土塁も
　字限図上からは読み取れない。沖郷村史で伊達時代の佐藤與惣左衛門屋敷と記す。
　㉖島貫字下屋敷は水田の中に屋敷が集まって集落を形成し、周囲を水路がめぐる。
　㉗島貫字六角・阿弥陀前には寺があったと伝わり、周囲を堀が囲んでいたと思われる二
　つの屋敷が確認できる。
　㉘鍋田字千

せ ん や し き

屋敷（干
ほ し や し き

屋敷とも。※千か干か文書上からは判断がつかない）は方形の屋敷である。
　㉙鍋田字前小屋は概ね条里制地割の一坪に収まる方形地割内に二つの屋敷が見られる。
　㉚大野原館跡は、草地の中に堀で囲まれた長方形の地割が見られ、県中世城館遺跡調査
　で報告されている。館跡は耕地整理で消滅したと思われる。
　㉛鍋田字東屋敷・西屋敷は屋敷が自然堤防の東西に集まって集落を成している。西屋敷
　では周囲を水堀で囲んだ屋敷が見られる。
　㉜郡山字塚田では堀跡と思われる水田で区画された地割が見られる。中心に位置する畑
　地は範囲が狭く小さいことから屋敷跡というよりは、寺か神社の跡のように思われる。
　なお、市内では「塚」地名のある土地には古墳があることが多い。
　㉝萩生田字観音田・白山では、旧吉野川右岸の自然堤防上に屋敷が見られる。観音田で
　は周囲を水路に囲まれた屋敷が見られる。白山は白山神社のあった所である。
　㉞萩生田字宮之内は屋敷が集まって集落を成している。上無川の左岸にあたり、旧吉野
　川の派流が上無川に合流していた地点の南側にあたる。
　㉟萩生田字八景は旧吉野川右岸の微高地上の集落である。集落の西辺中央付近に中落合
　地区からの運河跡が接する。東辺に東西方位の細い水田があり運河に関連した水路で　
　あった可能性がある。
　㊱法師柳字福地・漆

うるしぼう

房は、織機川の左岸の古い自然堤防上に屋敷が集まって集落を成
　している。



12 第７図　沖郷の集落、屋敷、館跡１

①矢ノ目館跡 ②関根館跡

③中落合館跡 ④蒲生田館跡

⑤鵜ノ木館跡・内城館跡・熊の前館跡（みょう） ⑥沖田館跡

鵜ノ木館跡

内城館跡

熊の前館跡

館ノ内

屋敷

舘ノ内

西門口

南舘

館ノ内
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⑦野添館跡 ⑧露橋 A館跡・露橋遺跡

⑨宮崎館跡と宮崎集落 ⑩将監屋敷跡

⑪郡山字長巻・十二ノ前 ⑫郡山字杉の上
第８図　沖郷の集落、屋敷、館跡２

露橋A館跡

露橋遺跡

長巻

十二ノ前

蓮池宮崎館跡

将監屋敷跡
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⑬高梨字西屋敷・寺裏・鍛冶前・長表 ⑭高梨字下屋敷

⑮坂井字屋敷・北屋敷 ⑯若狭郷屋字中屋敷

⑰若狭郷屋字内ノ方（打方在家） ⑱郡山字沢口（ﾋｮﾝﾉﾒ）
第９図　沖郷の集落、屋敷、館跡３

西屋敷

寺裏

鍛冶前

長表

屋敷

北屋敷
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⑲西落合字屋敷 ⑳中ノ目字亀屋敷

㉑中ノ目字松田屋敷 ㉒中ノ目字南屋敷

㉓中ノ目字西屋敷・東屋敷 ㉔長瀞字下在家
第 10 図　沖郷の集落、屋敷、館跡４

西屋敷

東屋敷
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㉕長瀞字館ノ内（長瀞館） ㉖島貫字下屋敷

㉗島貫字六角・阿弥陀前 ㉘鍋田字千屋敷（干屋敷）

㉙鍋田字前小屋 ㉚鍋田字大野原
第 11 図　沖郷の集落、屋敷、館跡５

六角

阿弥陀前

長瀞館跡
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㉛鍋田字東屋敷・西屋敷 ㉜郡山字塚田

㉝萩生田字観音田・白山 ㉞萩生田字宮之内

㉟萩生田字八景 ㊱法師柳字福地・漆房
第 12 図　沖郷の集落、屋敷、館跡６

東屋敷
西屋敷

観音田

白山

福地

漆房
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郷蔵

　（４）明治期の土地利用図（沖郷）
　　①郡山
　　吉野川旧河道の左岸に位置し長岡山丘陵の東に接する。地区名は郡衙に由来するとさ
　れ、古代の遺跡が集中する郡山遺跡群の範囲に入っている。古代置賜郡衙を考えるうえ
　で重要な地域で矢ノ目館跡や字沢田の沢田遺跡が郡衙関連遺跡として知られる。地区の
　中心に位置する「沢無下」「砂原」「仲之坪」に矢ノ目館跡が立地し、伊達家家臣矢ノ目
　市三郎の館と伝わる。この周辺の「長巻」　「北的」「的場」は館跡に関連する地名と思
　われる。天正 13 年 (1585) 北条段銭帳では「きたの在家」「七平五在家」と言った在家

第 13 図　土地利用図　郡山
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叶神１
叶神２

塚田

高野

六百刈
的場

舟橋一早

境田石堰１

石
堰
２

他屋前

沢無下

北的

両角1

両角2荒田

両角3

並柳

仲之坪

長巻

前田

中堀

沢口

長面1

長面5
長面4

長面３

安部田

砂原

杉ノ上

前畑

十二ノ前

間々上１

間
々
上
２

長
面
２

筑籬田２

筑
籬
田
１

早稲田

第 14 図　郡山の小字名

　があることが記されている。「荒田」から「沢無下」や「前田」「筑
ざ る

籬田１」「石堰２」   
　付近では北西方向からの旧吉野川派流による自然堤防の発達や水田の変形が見られる。
　方形の地割や直角に曲がる水路等は条里制の影響が考えられる。「高

こ う や

野」「他屋前」「荒田」
　は江戸時代の開拓地名である。「間々上１」の東辺を南北に走る道が近世以前からの「宮
　内街道（小滝街道）」である。宮内街道は大橋～宮内、小滝街道は爼柳～小滝を結んでいた。
　「塚田」地名は市内では古墳に由来することが多い。「叶

かないがみ

神」は長岡山にあった金屋神神
　社に関連する地名と思われる。地区東辺を旧河道が南流していたとみられる。
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　　②島貫
　　旧吉野川左岸の自然堤防と後背湿地にあたる。沢田遺跡等、古代の遺跡が集中する郡
　山遺跡群の範囲に入っており、古代置賜郡衙を考えるうえで重要な地域である。「六角」
　は六面幢に由来し、付近には教全寺があったとされる。付近には「阿弥陀前」の地名も
　残る。「元

げんぱち

八１・２」は元々の読みが「ﾓﾄﾊﾁ」であったとすれば条里制の呼称との関連
　も考えられる数値地名である。「上西原」の畑地内や「的前」の水田内にぽつりぽつり

第 15 図　土地利用図　島貫
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元
八
1

前田

元八2

下屋敷

百苅田

的前

西原東西原

上西原

堂ノ前

渋田

下堂ノ前

沢田

六角

阿弥陀前

樋ノ越

北ノ前

（丸堤）

第 16 図　島貫の小字名

　と残る小型の方形の草地や畑地は、古墳の可能性に注意しなければならない。また「上
　西原」には池や七堂伽藍を有する寺があったと伝わっており現在も南北に道を走ると地
　形に起伏がある。「阿弥陀前」の東辺を走る道が近世以前からの「宮内街道（小滝街道）」
　である。「百苅田」に統合された「割符屋」という字名は中世以降に遠隔地の金銭決済
　を行う業者（割符屋）に関連する市内唯一の地名である。
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川縁の傾斜地川縁の傾斜地

?
畑でないとすれば

草地か

0 100m

第 17 図　土地利用図　高梨

　　③高梨
　　高梨は、吉野川が丸堤付近で東西に振れるなどし、丸堤を扇頂とする小扇状地状の景
　観を呈する中にある。この地形には高梨、沖田、中ノ目、鍋田の四地区が含まれ高梨は
　そのうち最も西に位置している。旧吉野川の左岸の自然堤防と後背湿地から成る。地区
　名の由来は、小松新道より下高梨に分かれる所に字梨ノ木があった（字道祖神付近カ）が、
　そこに昔、梨の大木があったことに由来するという。「高

たかなり

成」の当て字で平地の中で高まっ
　ている所という可能性もある。中世城館跡の将監屋敷跡付近を中心に集落や屋敷が立地
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弥九郎

下高梨

弥八 道下
伊
與
檀

六畝割

下之前
下屋敷

並柳 東又

中坪 蛭田
前原

長表
入生田

寺裏

鍛冶前

北之前

畑田

大角檀

石畑

上河原

上堤

中里

中上

西中上

将監屋敷

西屋敷

宮之前

檀之前

道祖神

橋従
富塚

中通

大下

東四ッ割

北
三
千
苅

三千苅

西四ッ割

砂取場

四
ッ
割

谷地端

葛藤 芦苅場

原

狐野

野尻 弥六

（沖田村内へ飛地）

　し、「下屋敷」だけが離れて水田の中に立地する。高梨地区は南部で沖田地区を挟むよ
　うに広がるが、沖田の西側に位置する所は開墾系の地割や地名が見られ、「砂取場」な
　ど洪水による土砂堆積地を思わせる地名もある。「中坪」「中里」は条里関連地名である。
　「入

い り う

生田」は井
いりょう

料田（用水管理のため共同田）である。「葛藤」はｸｽﾞ（浸水氾濫地）と
　ﾌﾁ（渕）で、隣地の「谷地端」と共に低地を示す。「弥六」「弥八」「弥九郎」は人名か。
　県立秋田図書館蔵の『沙弥某奉書写』（1337 年）に「下高梨子村田中田在家」という
　在家があることが記されている。

第 18 図　高梨の小字名
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　　④沖田
　　沖田は、宮内扇状地の扇端に近く、旧吉野川の旧河道左岸に位置する。吉野川が丸堤
　付近で東西に振れるなどし、丸堤を扇頂とする小扇状地状の景観を呈する中にある。こ
　の地形には高梨、沖田、中ノ目、鍋田の四地区が含まれる。高梨村からの分村で周囲を
　高梨地区や宮崎地区に囲まれる。沖田村の独立は、正保年間とみられる絵図にはなく元
　禄年間の絵図には出ていることから、梨郷村が４カ村に分かれた寛文 4 年（1664）頃
　かと推測されている。地区の北よりには自然堤防上に築かれた沖田館跡（「館ノ内」）が
　

第
19
図
　
土
地
利
用
図
　
沖
田
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野
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田
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第
20
図
　
沖
田
の
小
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名

　あり、その南側に水田が広がる。地区名の「沖」は沖積地で広い所を示す地名である。「大
　曲」は河川（地形）が曲がったところに見られ、「笊

ざ る た

田」のｻﾞﾙは崩れ易い土地に見られ
　る地名で隣接する「小

こ あ ら

荒」とともに河川の影響を受けた荒地であったと思われる。同様
　に「四呂場」は砂が白く見える堆積地か。「中坪」は条里関連地名と考えられている。「門
　ノ前」は鍋田の字裏門の南側にあたり、屋敷に関連した地名と思われる。



　　⑤宮崎
　　宮崎は、宮内扇状地の扇端に位置し、旧吉野川が最上川に合流する地点にあたる。地
　区の南辺は最上川の蛇行、短絡による地形の乱れが大きい。同様に北東から流れ込む旧
　吉野川旧河道が地区内を蛇行し、その跡に蓮池等の堤が残っていた。元和年間に安部綱
　吉親子が開墾し、寛永４年 (1627) に町割りを行い、寛永８年 (1631) に宮内熊野神社
　の先端にあたる地として宮崎と名付けたという。蓮池の西に宮崎館跡（字町屋敷１）が
　あり米沢藩主が鷹狩りの際に利用したという。「舘ケ崎」の城館地名が残るが近世町割

第 21 図　土地利用図　宮崎

溜池
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蓮池



第 22 図　宮崎の小字名
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　り以前の状況は失われている。「町屋敷２」付近で県道工事の際に円墳群が確認されて
　おり古墳時代には既に自然堤防の高乾地であったと思われる。「押切（堤防決壊地名）」
　「東・西沼」「中嶋（中洲地名）」「上・下川田」「小堤」「上窪」など河川や洪水の影響を
　残す地名が多く見られる。「～貝（開）」や「～割」は開墾関連地名である。「苗代免」　
　は免租地である。「狼

お へ の ご や

小屋」は館に伴う根
ね ご や

小屋の誤字で、読みは御
お ん ね ご や

根小屋からの転化と
　も考えられる。「植木場」は木場（木を集めた地）のほか、ｳｴ（水場 ) とｷﾊ（際）で水
　際の土地という可能性もある。
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　　⑥露橋
　　関根は、宮内扇状地の扇端、上無川の左岸に位置する。関根の枝村で元禄時代に分か
　れたと伝わる。地区名はかつて樹木が至る所に繁茂し、上無川（高松川）の岸辺が昼な
　お暗く、橋の上の露も乾かない様子に由来するという。上無川が最上川に合流する地点
　にあたり、旧吉野川の旧河道も接近する水の集まる地域である。近世館跡や集落が自然
　堤防上に立地し、最上川付近には開墾地の畑や草地が見られる。地区の北東角には、関
　根・坂井・法師柳を一つとして高松郷と称した名残と見られる小字名「髙松北・南」が

第
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露
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宮
崎
飛
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　残る。水や開墾地に関する地名が多く、地割の乱れは河川の影響をうかがわせる。「貝」
　の地名は「開」で開墾地を示すと思われる。「牛沼」「牛沼東」「井戸尻」「牡丹野（ﾎﾀ：
　湿地）」「川向」「百々桐（ﾄﾄﾞﾒｷ：水の音）」「澤田」「藤葉（淵端カ）」「宿

しゅくだ

田（ｼｭｸ：川岸）」
　は河川やその氾濫域、低地に関する地名である。「熊之堂」には寺があったと言われ「寺
　橋」が隣接する。「藤兵衛裏」「六兵衛裏」は人名と思われる。
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観音堂

八幡神社

　　⑦萩生田
　　地区名の由来は定かでないが、ハギ（河川の屈曲部で水流が当たる崖地）とウダ　（河 
　川の氾濫した時代に川原の砂地であった場所）の合成地名と思われる。吉野川旧河道右
　岸の自然堤防と後背湿地から成る。地区西辺は吉野川派流の川跡が境となっている。地
　区北部は旧吉野川が大きく蛇行を繰り返したと見られ複雑な地形になっている。南部で
　は比較的安定した低地に水田が営まれている。集落地は概ね３ヶ所に分かれているが、
　中世城館跡のようなものは見られない。「石

い し あ き び

山女」「大塚」には水田内に小さな草地や神

第 25 図　土地利用図　萩生田
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第 26 図　萩生田の小字名

　社が残っており、後三年の役の戦死者の墓と伝わるがこれらは古墳群の名残と考えられ
　る。「馬ノ墓」も古墳関連地名か。「水上」「上・下川原」「沢田」「井戸尻」「樋口」と河
　川関連地名が並ぶ。” 梅 ” は洪水で埋まった土地を示す地名である。「高野」「野際」「長割」
　「上・下野添」は開拓関連の地名である。「白山」は白山神社に由来する。天正 13 年 (1585)
　北条段銭帳の「とひの口在家」は「樋口」付近にあったと思われ、同古文書の「中さと（中
　里）在家」は地名が残っていないが「古屋敷」の東が高梨地区「中里」である。また場
　所は不明だが「君殿」という地名の所から萩生田板碑が掘り出されたという。
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　　⑧坂井
　　坂井は、上無川（高松川）の左岸に位置し、集落は発達した自然堤防上の東にまとまっ
　ている（「屋敷」「北屋敷」）。坂井は昔、高松郷の一つで、高松郷は関根・坂井・法師柳
　からなっていた。地区北西の地名に「高松」が残る。坂井の地区名は、寺の和尚が酒の
　香りのする水を参拝者にふるまったことから「酒井」と称した伝承に由来するという。
　上無川（高松川）は地区の北辺を西流し、地区の北半に中洲（「上・下中嶋」）や自然堤
　防を形成している。自然堤防上の畑地は開拓地に多く見られる長割りになっており、「上・

第
27
図
　
土
地
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用
図
　
坂
井
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第
28
図
　
坂
井
の
小
字
名
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　下イヂョナ」「戸瀬土」の地名の由来は不明。条里制との関連からはイヂョナは「2 条７里」
　等の脱字といった可能性もあろうか。「井戸尻」や「砂田」は低地や砂地の湿地を示す。
　「稲荷」「稲荷前」は神社、「檀之前」は墓地に由来する。「小

こうじょうづくり

丁作」は位置的に旧吉野川
　の旧河道が蛇行する地点のすぐ北側にあたるため、川岸より上の土地の意味で ” 江上作
　り ” の当て字ではないかとも思われる。
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宮
崎
村
飛
地

　　⑨関根
　　関根は、宮内扇状地の扇端に位置し、上無川（高松川）の右岸にあたり、地区の東辺
　から南辺を上無川が南西流する。集落はその自然堤防上に立地する。「館ノ内」「屋敷」
　に輪郭式の関根館跡、その南側には根小屋集落が広がる。地区の南西部は最上川の旧河
　道となっている。関根は、かつて関根・坂井・法師柳と併せ高松郷とされた時代があり、
　地区名は高松堰の堰元が関根と呼ばれるようになったことに由来するという。地区の東  
　端には「髙松」の地名が残る。地区の縁辺は洪水被害が多かったとみられ、「押切（洪

第
29
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土
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関
根
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　水で押し切られた地）」、「軒
け は じ れ

外れ（堤防決壊地）」がある。「唐臼」は涸れ洲、「矢
や じ ま

津摩」
　はﾔｽ間（砂礫堆積地）や谷地間（湿地）と思われる。「丑

うし

」や「鴨」も洪水氾濫地や湿
　地を示す地名である。天文 22 年 (1553) 伊達晴宗公采地下賜録の「すき下在家」は「杉
　之下」付近に、「にしせきね在け」は「西関根」付近にあったと思われる。同古文書に
　はこの他に「田中在家」「川端在家」「北山在家」「きやうき在家」「まこ平在家」の在家
　が記されている。
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　　⑩若狭郷屋
　　吉野川旧河道の左岸に位置する。川跡で地下は砂利地が多く、清水が所々に湧いてい
　たと言い、言い伝えでは若狭の国から人が移り住んだのが地区名の由来という。湧沢（ワ
　クサ：湧水地）と荒野（コウヤ：近世開拓地名）の合成地名とも考えられる。地区の西
　辺は吉野川旧河道の蛇行が見られ、その東に自然堤防が形成されている。中心地は「中
　屋敷」と「内ノ方」の屋敷で、内ノ方は県中世城館遺跡調査では若狭郷屋館跡となって
　いる。方形の地割や直角に曲がる水路等は条里制の影響が考えられる。また、郡衙の附

第 31 図　土地利用図　若狭郷屋
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第 32 図　若狭郷屋の小字名

　属施設である厨
くりや

に関連する可能性が指摘される厨川堰の流域となっている。「浦城」「中
　屋敷」「的場」は屋敷や館の関連地名とされる。「内ノ方」付近には天正 13 年 (1585)
　北条段銭帳の「打方在家」があったと思われ、この他「たうきん在家」「かしハは在家」
　の在家が記されているが位置は不明。「扇田」は扇状の土砂堆積地、「石田」は石堆積地
　でいずれも河川に関連した地名である。「宮田」は神社のための免租地と思われる。
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　　⑪蒲生田
　　蒲

か も う だ

生田は旧吉野川旧河道の右岸に位置し、宮内の東を流れる吉野川の網状流路状の氾
　濫域が一つの河道にまとまり始める土地である。元は宮内新田と言う。明治 21 年 (1888)
　町村制発布の際に上野地区が赤湯町に編入された。集落は自然堤防上に立地し、蒲生田
　館跡の主郭東側に集中している。蒲生田館は大永 2 年 (1522) に蒲生賞

ちかつぐ

積が移り住み、
　享禄２年 (1529) に賞積の子の賞範が宮内新田を蒲生田と改めたという。カモ（湿地地名）
　とウダ（湿田、腐植土の水の溜まった所）の可能性もある。蒲生田館跡の西に広がる水
　田の方形地割は、条里制の根拠の一つに挙げられている。「舘ノ内」を中心に城下町状

第 33 図　土地利用図　蒲生田
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第 34 図　蒲生田の小字名

　の集落を形成していたとみられ、関連地名が多く残る。また平地にも関わらず高低差の
　ある土地が多かったとみられ「牛ケ窪」「滝ノ下」「砥

と つ ら だ

面田（ﾄﾂﾗ：谷川の岸）」「川
か っ ぱ だ

童子田（ｶ
　ｯﾊﾟ：小川の深みや滝のような落差のある所）」「大竹（滝）」があり館の要害性を高めて
　いた。この牛ケ窪・砥面田を流れた派流は南流し中落合地区の東端を流れた。「寺屋敷」
　は明応９年 (1500) に上野山居沢から盛興院が移った所で寺はその後再び上野に戻った。
　「空具田」は寺社用の免租地を示す供具田であろう。「塚田」では発掘調査で方形周溝（墓
　カ）群が確認されている。「清水上」には法相宗の庵があったと伝わる。天正 13 年 (1585)
　北条段銭帳「馬場の在家」は「馬場」付近にあったと思われる。
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　　⑫中落合
　　中落合は宮内扇状地の扇央に位置する。西は上無川（高松川）、東は旧吉野川に挟ま
　れる。地区東～南境は旧吉野川の派流跡で、かつて上無川と地区の南方で合流していた
　と伝わる。河川に囲まれ、河川の合流地点を示す地名である落合の名が示すとおりの地
　形である。地区の中央には中落合館が立地し、天正年間に落合堂伊賀守好盛が館を築い
　たとされる。館は輪郭式の方形館である。館の北と東には長大な運河跡が見られるが近
　世に開削や使用されたという記録はなくその開削年代等は不明である。東側の運河の到
　達地点（東端）付近は旧吉野川派流と交差し、さらにその東で旧吉野川の河道が大きく
　蛇行し屈曲する舟の係留地に適した土地（萩生田字八景）に接続する。その川向いの土

第 35 図　土地利用図　中落合
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　地が中落合の飛び地になっていることからも重要な運河だったと思われる。館跡は中落
　合遺跡の範囲と重複しているが、中落合遺跡は古代の郡衙関連遺跡と考えられる重要遺
　跡である。遺跡内からは布目瓦が表採されおり、慈眼寺の南西、高規格道路に伴って実
　施された発掘調査では囲

いにょう

繞された建物群が検出されている。また、「厨
くりやがわせき

川堰」の流域になっ
　ていることや、「桑木会」の桑木がｺｵｹ（郡家）の転化もありうることに注意が必要である。
　運河の存在も含め中落合地区は郡衙関連地として注意しなければならない。館跡付近の
　小字名は「宅地」でその周囲には館から見た方位や位置を冠する地名が多く見られる。「寺
　西」の慈眼寺は、昔は東南の寺屋敷という所にあったが火災で移転したという。地区内
　には「観定寺」という小字名も見られる。
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　　⑬西落合
　　西落合は上無川（高松川）の右岸に位置する。川沿いに自然堤防が見られ、その西に
　後背湿地が広がる。地区の中心は小字名「屋敷」の集落地で、中落合と同様に方形の地
　割を意識しているようである。地区の東辺を成す上無川は何度か流路を変えたとみられ
　自然堤防の中に旧河道の痕跡が見られる。地区の南西角には、関根・坂井・法師柳を一
　つとして高松郷と称した名残と見られる小字名「高松」が残る。「屋敷」の周辺には集

第 37 図　土地利用図　西落合
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第 38 図　西落合の小字名

　落から見た方位を冠する地名が見られる。「中之坪」は条里関連地名とされる。水田面
　積を示す地名（苅等）や、水音が響く場所を表す「土目木」、川の中州を表す「中䑓（台）」
　等の地名が見られる。天正 13 年 (1585) 北条段銭帳では、西落合に「ハらひた在家（蕨
　田在家）」と「あんへい在家」があったとされるが、その位置は「屋敷」に含まれてい
　るのか、小字名からは判断できない。
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　　⑭長瀞
　　長瀞は宮内扇状地の扇央付近に位置し、織

おりはたがわ

機川（境川）と上無川（高松川）の間に位
　置する。自然堤防上に集落が立地し、その中の「舘ノ内」は県中世城館遺跡調査の中で
　長瀞館跡として報告されている。屋敷から見た位置を冠する地名は「前田」のみである。
　歴史的な地名として「庚檀」「鈴振田」「稲荷前」「下在家」がある。「庚檀」は庚申塔に
　由来すると思われる。「鈴振田」は何らかの神事に関係するものか。「即免」は免租地で
　あろう。「渋田」は水質や土壌に関連する地名か。「柳田」は植物の柳に由来することも
　あるが、細長い柳葉のような地形をさす場合もある。「庚檀」や「檀ノ越」の檀は近世

第 39 図　土地利用図　長瀞
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　墓地である。文化二年 (1805) 長瀞村絵図では「堂ノ裏」と「鈴振田」の境の道は弁天
　道と記され、「堂ノ裏」の南端に地蔵が描かれている。宮内熊野大社史では「庚檀」の
　西に接する法師柳「大上」にガランド（伽藍堂）という地名があることなどからこの地
　に官寺があったと推定している。「庚檀」「鈴振田」で行われた県埋文センターによる庚
　壇遺跡発掘調査（押切智紀 2007）では弥生時代後期の竪穴住居が検出されたほか、古
　代の遺物として仏器模倣土器や祭祀用具、円面硯等が出土し、調査区北側に古代の官衙
　関連施設の存在を推定しており、地名ガランドとの関連をうかがわせる。
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　　⑮法師柳
　　法師柳は、宮内扇状地の扇央に位置し織機川（境川）の左岸にあたる。地区北西を流
　れる織機川の古い自然堤防上に集落が立地し、その南側に水田が広がる。法師柳は昔、
　高松郷の一つで関根・坂井・法師柳で全郷と言う。天文 22 年 (1553) 伊達晴宗公采地
　下賜録には「ほうしやなぎ在家」とあり在家があったことが分かる。集落の周囲には方

第 41 図　土地利用図　法師柳
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第 42 図　法師柳の小字名

　位地名が残る。「柳田」は柳のように細い地形を示す。「福地」は瑞祥地名か。「漆
うるしぼう

房」　
　は工房説もあるが、漆は七の当て字の可能性もある。「大

おおがみ

上」は大乗の転化でここに官
　寺（国分尼寺）があったとする説があり（⑭長瀞参照）、通称「ガランド（伽藍堂」）と
　いう地名が残る。「歌小屋」はｳﾀ（湿地）とｺｳﾔ（興屋）の開墾地名、「天保田」は天保
　年間に開拓した土地か。「道六神」は道祖神がある場所に見られる地名である。「中坪」
　は条里関連地名とされる。
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　　⑯中ノ目
　　中ノ目は、吉野川が丸堤付近で東西に振れるなどし、丸堤を扇頂とする小扇状地状の
　景観を呈する中にある。この地形には高梨、沖田、中ノ目、鍋田の四地区が含まれ、多
　くの自然堤防を発達させている。中ノ目の南端は吉野川である。その流路移動等により
　川の近くでは飛地が多くなる傾向がみられる。中ノ目は、鍋田地区に挟まれているため、
　明治 13 年 (1880) に鍋田と合併し一時期「田中」と称した（中ノ目を大字田中乙、鍋
　田を大字田中甲）が、後に戻した経緯を持つ。かつては吉野川を渡り山王前、道祖神、
　観音前を通って赤湯に至る道路があり人家が多かったという。野添館跡、亀屋敷、南屋
　敷、西屋敷、東屋敷、松田屋敷等、館や屋敷が多く存在し、居住地から見た方位や位置

第 43 図　土地利用図　中ノ目

観音堂
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　を冠した地名や水田面積を示す地名（刈等）も多い。吉野川の川べりは河川氾濫の影響
　を受けやすく水田には不利だったと見られ畑地が多い。地名にも「東・中・西谷地」や
　「和泉刈場」等の湿地性の地名が見られる。また、「入生免」「宮田」「油田」「三五免」等、
　免税地名が多いのも特徴である。天文 22 年 (1553) 伊達晴宗公采地下賜録には「たて
　の在家」「なきあみ在家」「なかのめ在家」の在家が記されている。天正 6 年 (1578)5
　月の大洪水で宮内から沖郷に流れていた吉野川が氾濫して新川となり、中ノ目集落は洪
　水の影響で移転したと伝わる。また、地区西辺（「盆作」～「西中里」）の鍋田境が直線
　的であるところは条里制の影響をうかがわせる。
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　　⑰鍋田
　　鍋田は、鍋田と元鍋田に分かれており、共に吉野川が丸堤付近で東西に振れるなどし、
　丸堤を扇頂とする小扇状地状の景観を呈する中にある。この地形には高梨、沖田、中ノ
　目、鍋田の四地区が含まれ、多くの自然堤防を発達させている。鍋田は中ノ目を挟むた
　め、明治 13 年 (1880) に中ノ目と合併して一時期、田中と称した（中ノ目を大字田中乙、
　鍋田を大字田中甲という）が、後に戻した経緯を持つ。鍋田はナメ田（粘土質で滑る土地）
　の意とも考えられ、南北に延びる自然堤防が発達し、その間の低地が水田になっている。
　地区の南辺は吉野川となっており、洪水氾濫の影響を受けやすいため開墾地の畑や草地
　になっている。集落は各自然堤防上に立地している。「一ノ坪」「三條院」等、古代の条

第 45 図　土地利用図　鍋田
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石岡村飛地
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第 46 図　鍋田の小字名

　里制に由来する地名が残る。集落が複数見られ屋敷地名も多いが屋敷から見た方位や位
　置を冠する地名は少なく、土地の歴史に由来する地名が多い。在家を示す「野在家」や
　「貞松作」（天文 22 年 (1553) 伊達晴宗公采地下賜録の「貞松在家」か。同所は通称「みょ
　う」とも呼ばれ、名田との関連も指摘されている）がある。寺社や墓地等に由来する「大
　符前」「庚檀」「味之助檀」「宝蔵檀」「荒神堂」「熊之前」「飛牛檀」、寺社用の免租地を
　示す「クグ田（供具田）」「寺田」がある。城館跡としては内城館跡や鵜ノ木館跡が知ら
　れる。この他、注目すべき地名としては「くりけ」（郡衙関連の厨家カ）、「まないのまい」（真
　名井の前カ）、「まないじょう」（真名井城、或は真内城カ）、天正 13 年 (1585) 北条段銭
　帳の「田中在家」等がある。
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第３章　南陽市（沖郷）の小字名及び地名

　市内各地区の小字名、地名を地区別に記録する。その出典の凡例は表３のとおりである。
なお、これによらない場合は文献名を直接記載した。また古文書に見られる在家は、地名
として残っていないものを字名・地名欄に（）で示した。

表３　小字名・地名の出典

年 文献名 記号
1525 伊達稙宗安堵状（大永五年） A
1538 鍋田郷土史（21 頁　天文七年御段銭古帳） B
1553 伊達晴宗公采地下賜録（天文二十二年） C
1585 天正十三年北条段銭状 D
1638 寛永十五御検地帳羽付村 E
1638 寛永十五年漆山村之内杢之沢須刈田御検地帳 F
1638 寛永拾五年北條之内漆山村御検地帳 G
1638 寛永十五年北條之内荻村御検地帳 H
1638 寛永十五年北条之内赤湯村御検地帳 I
1638 寛永十五年爼柳村検地帳 J
1639 萩生田村寛永拾六年水帳之事 K
1639 寛永十六年爼柳村検地帳 ( 山形県史資料編９) L
1656 明暦二年御狩場之図 Lb
1739 元文四年温泉記（市史編集資料 26 号 34 頁） M
1767 明和四年北條之内長瀞村御検地帳 N
1781 鍋田郷土史（17・18 頁　天明元年） O
1786 天明六年文書 P
1790 寛政二年懸入石中山之在釜渡高帳 Q
1791 寛政三年赤湯村本地開改水帳 R
1794 寛政六年松沢村本地開改水帳 S
1824 文政七年金沢村本地開田畑水帳 T
1824 文政七年萱野改革水帳（赤湯町史 268 頁） U
1843 天保十四年新田村漆反別名寄帳 V
1849 嘉永二年赤湯村本地開改水帳 W

永代売渡申田畑證文之事 X
御林集（日本林制史資料：赤湯町史 345 － 346 頁 Y
温泉記（市史資料集 26 号 49 頁） Z

1874 明治七年地租改正　地価帳　土地台帳写（鍋田邑） aa
1874 ～ 1893 明治七、八、二十六年字限図 ab
1876 明治九年新開掴帳（赤湯町史 360 頁） ac
1938 東置賜郡史（昭和 13・14 年） ad
1938 山形県地名録（昭和 13 年） ae
1968 赤湯町史（昭和 43 年） af
1973 沖郷村史（昭和 48 年） ag
1979 梨郷村史（昭和 54 年） ah
1981 角川日本地名大辞典（昭和 56 年） ai

南陽市地名索引（安達。南陽市立図書館蔵） aj
1990 南陽市史（平成２年） ak
2010 南陽市島貫の歴史（平成 22 年） al
2013 平成 25 年税台帳 am
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１．沖郷　（１）郡山の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
郡山 ｺｵﾘﾔﾏ ad,ae,ai,ak
 1 郡山 荒田 ｱﾗﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 開拓地名
 2 郡山 石堰 ｲｼｾﾞｷ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 中ノ目境、水路に関連し

た地名か
 3 郡山 一早 ｲﾁﾊﾔ ab,ad,ae,ai,ak,am 一早神社
 4 郡山 叶神 (ag: 叶上 ) ｶﾅｲｶﾞﾐ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am かなや神：製鉄業の神
 5 郡山 北的 ｷﾀﾏﾄ ab,ad,ae,ai,ak,am 武芸の練習場
 6 郡山 境田 ｻｶｲﾀﾞ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 爼柳・中ノ目境
 7 郡山 沢口 ｻﾜｸﾞﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 沢口遺跡（ﾋｮﾝﾉ目）
 8 郡山 沢無下 ｻﾜﾅｼｼﾞﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 矢ノ目館跡
 9 郡山 十二ノ前 ｼﾞﾕｳﾆﾉﾏｴ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 十二神将や紀州熊野の 12

社を祀ったか又は条里地
名か

10 郡山 他屋前 ﾀﾔﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 田屋の転化 ( 近世開拓地
名）

11 郡山 塚田 ﾂｶﾀﾞ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 塚のある田。市内の塚地
名には古墳が多い

12 郡山 長面 ﾅｶﾞｵﾓﾃ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 長い地形か
13 郡山 中ノ坪 ﾅｶﾉﾂﾎﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 中央が窪む地形。条里関

連地名
14 郡山 中堀 ﾅｶﾎﾞﾘ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 堀にちなむと思われる。

中郡（ﾅｶｺﾞｵﾘ）からの転
化という可能性にも注意

15 郡山 長巻 ｵｻﾏｷ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 牧（馬を飼育）か。或は
川の曲流部

16 郡山 並柳 ﾅﾐﾔﾅｷﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am ﾔﾅｷﾞ：河岸浸食地
17 郡山 舟橋 ﾌﾅﾊﾞｼ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 郡山地区東端。吉野川旧

河道の西
18 郡山 前田 ﾏｴﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 長巻の集落の南
19 郡山 前畑 ﾏｴﾊﾀｹ ab,ad,ae,ai,ak,am 中ノ目堤の東。前畑遺跡。

堀がめぐる屋敷跡
20 郡山 的場 ﾏﾄﾊﾞ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 一早の南、武芸の練習場
21 郡山 間々上 ﾏﾏﾉｳｴ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am ﾏﾏ：急な崖・斜面
22 郡山 ( ままの上在家） ﾏﾏﾉｳｴｻﾞｲｹ Ｄ 間々の上在家
23 郡山 両角 ﾘﾖｳｶﾞｸ ab,ad,ae,ai,ak,am ﾘｮｳ（領）は「新田」の別

名。新田の角の意か
24 郡山 早稲田 ﾜｾﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am ﾜｾﾀﾞ：狭い埋没谷川につ

くられた田を言う
25 郡山 安部田 ｱﾍﾞﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am ｱﾍﾞ：低湿地。三間通・若

狭郷屋への飛び地
26 郡山 高野 ｺｳﾔ　(am: ﾀｶﾉ ) ab,ad,ae,ag,ai,ak,am ｺｳﾔ：江戸時代の開拓地名。

荒屋、興屋。新しく開墾
した土地は年限を決めて
免税された

27 郡山 杉ノ上 ｽｷﾞﾉｳｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 前畑の北。郡山堤
28 郡山 砂原 ｽﾅﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 矢ノ目館跡。自然堤防の

砂地か
29 郡山 六百苅 ﾛﾂﾋﾟﾔｸｶﾞﾘ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る

水田面積
30 郡山 筑籬田 ｻﾞﾙﾀﾞ ab,am 石堰の北。後背湿地。

ｻﾞﾙ：崩れやすい地
31 郡山 兵司ノ目（兵衛の目） ﾋｮﾝﾉﾒ ag,ak 評ノ目？　郡衙関連地名。

兵司屋敷とも言う
32 郡山 矢ノ目 ﾔﾉﾒ ag 矢ノ目館跡の所か
33 郡山 長堀 ﾅｶﾞﾎﾘ ag
34 郡山 （きたのさいけ）　(D: きた

の在家）
ｷﾀﾉｻﾞｲｹ D,ag 北の在家。中ノ目地区に

字「北」がある

35 郡山 ( 七平五在家 ) ﾅﾅﾋﾗｺﾞｻﾞｲｹ？ D 七平五在家
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１．沖郷　（２）島貫の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考

島貫 ｼﾏﾇｷ ad,ae,ai,ak,
 1 島貫 阿弥陀前 ｱﾐﾀﾞﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 字六角と共に付近に寺跡

があると伝わる。阿弥陀
堂の前の意か

 2 島貫 畑下 ﾊﾀｹｼﾀ al 字阿弥陀前に統合
 3 島貫 北ノ前 ｷﾀﾉﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am
 4 島貫 沢田 ｻﾜﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 沢田遺跡
 5 島貫 井戸尻 ｲﾄﾞｼﾞﾘ al 字沢田に統合。低湿地。

井戸の底のような地形の
意

 6 島貫 渋田 ｼﾌﾞﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 渋 ( 錆 ) で鉄分の多い水
が湧く田か、土壌的に耕
すのが渋い田か

 7 島貫 石田 ｲｼﾀﾞ al 字 渋 田 と 字 堂 ノ 前 に 統
合。石の多い田。河川氾
濫地名

 8 島貫 下屋敷 ｼﾓﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 神社有り。水田の中にあ
る屋敷地

 9 島貫 垣川 ｶｷｶﾜ al 字下屋敷に統合。ｶｷ：木
柵等で囲む

10 島貫 樋ノ越 ﾄﾖﾉｺｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 樋を越えた所
11 島貫 十二ノ前 ｼﾞｭｳﾆﾉﾏｴ al 字 樋 越 に 統 合。 十 二 神

将や紀州熊野の 12 社を
祀ったか又は条里地名か

12 島貫 上西原 ｶﾐﾆｼﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 寺跡・七堂伽藍があった
と伝わる

13 島貫 西原 ﾆｼﾊﾗ ab,ae,ai,ak 郡山字沢口の西
14 島貫 西原東 ﾆｼﾊﾗﾋｶﾞｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃。西原の東
15 島貫 西原西 ﾆｼﾊﾗﾆｼ ad,ae,ai,ak,am 明治期の字西原
16 島貫 前田 ﾏｴﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 字下屋敷の南
17 島貫 芃田 ﾎｳﾃﾞﾝ al 字前田に統合
18 島貫 的前 ﾏﾄﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 的：武芸の練習場
19 島貫 家中合 ﾔﾅｶｱｲ ( ﾔﾅｶｺﾞｳ？） al 字的前に統合。若狭郷屋

の「江中郷 ( えなかごう )」
と同意か

20 島貫 元八弐 ｹﾞﾝﾊﾟﾁﾉﾆ（ﾓﾄﾊﾁﾉ
ﾆ？）

ab,ad,ak,am 元八を分割。人名か。条
里関連の可能性も

21 島貫 元八壱 ｹﾞﾝﾊﾟﾁﾉｲﾁ ab,ad,ak,am 元八を分割
22 島貫 元八 ｹﾞﾝﾊﾟﾁ ae,ai,ak 条里関連の可能性も
23 島貫 六角 ﾛﾂｶｸ ab,ad,ae,ai,ak,am 六面幢に由来（島貫の無

銘六面堂出土地）
24 島貫 前畑 ﾏｴﾊﾀｹ al 字六角に統合。屋敷南側

の土地であろう
25 島貫 堂ノ前 ﾄﾞｳﾉﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 郡山字沢口の西、郡山太

子堂の前の意か。或は上
西原にあったという七堂
伽藍の前という意か

26 島貫 下堂ノ前 ｼﾓﾄﾞｳﾉﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 郡山字中堀の西。堂ノ前
の北

27 島貫 上堂ノ前 ｶﾐﾄﾞｳﾉﾏｴ al 字 石 田 の 残 り を 字 名 変
更。下堂の前の西か。西
が上、東が下とすれば上
西原にあったという七堂
伽藍を意識した地名か

28 島貫 百苅田 (ai: 百刈田） ﾋﾔｸｶﾞﾘﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る
水田面積。百刈田遺跡

29 島貫 割符屋 ﾜﾘﾌﾔ al 字 百 刈 田 に 統 合。 割 符
屋（中世以降、遠隔地の
金銭決済を行う業者のこ
と）
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１．沖郷　（３）高梨の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考

高梨 ﾀｶﾅｼ ai
 1 高梨 芦苅場 ｱｼｶﾘﾊﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 芦を刈る場所
 2 高梨 石畑 ｲｼﾊﾞﾀｹ ab,ad,ae,ai,ak,am 石の多い畑。上堤の東
 3 高梨 入生田 ｲﾘｳﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 井料田：用水管理のため

の共同水田
 4 高梨 大下 ｵｵｼﾓ ab,ad,ae,ai,ak,am ｼﾄ（湿地）か。大は美称
 5 高梨 鍛冶前 ｶｼﾞﾉﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 鍛冶をしていた地の前
 6 高梨 上堤 ｶﾐﾂﾞﾂﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 島堤のこと
 7 高梨 北之前 ｷﾀﾉﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 寺裏の北。水路分岐地
 8 高梨 狐野 ｷﾂﾈﾉ ab,ad,ae,ai,ak,am ｺﾔ・ｺｳﾔなら開拓地名か
 9 高梨 葛藤 ｸｽﾞﾌｼﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am ｸｽﾞ：浸水氾濫地。ﾌｼﾞ：

渕
10 高梨 北三千苅 ｷﾀｻﾝｾﾞﾝｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る

水田面積11 高梨 三千苅 ｻﾝｾﾞﾝｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am
12 高梨 西屋敷 ﾆｼﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 屋敷。地蔵堂があった
13 高梨 上屋敷 ｶﾐﾔｼｷ ak
14 高梨 下屋敷 ｼﾓﾔｼｷ ad,ae,ai,ak,am 弥八の北。屋敷
15 高梨 将監屋敷 ｼﾖｳｹﾞﾝﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 中世館跡
16 高梨 砂取場 ｽﾅﾄﾘﾊﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 砂堆積地。砂の採取場
17 高梨 大角檀 ( Ｍ 26: 大学壇 ) し

ばしば六角壇と誤記される。
ﾀﾞｲｶｸﾀﾞﾝ　(ab: ﾀﾞｲｶ
ﾞｸﾀﾞﾝ）

ab,ad,ae,ai,ak,am 壇は近世墓地。上堤の南
東、自然堤防

18 高梨 檀之前 ﾀﾞﾝﾉﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 壇は近世墓地
19 高梨 寺裏 (ae,ai,ak,am: 寺ノ裏 ) ﾃﾗﾉｳﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 高福寺とその北西の田
20 高梨 道祖神 ﾄﾞｳｿｼﾞﾝ ab,ad,ae,ai,ak,am 道祖神に由来。自然堤防
21 高梨 富塚 ﾄﾐﾂﾞｶ ab,ad,ae,ai,ak,am 塚：古墳か。自然堤防
22 高梨 長表 ﾅｶﾞｵﾓﾃ ab,ad,ae,ai,ak,am 蛭田の北。集落
23 高梨 西中上 ﾆｼﾅｶｶﾞﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 自然堤防。西中上遺跡
24 高梨 中上 ﾅｶｶﾞﾐ ae,ai,am 中里の東。自然堤防
25 高梨 中里 ﾅｶｻﾞﾄ ab,ad,ae,ai,ak,am 上堤の南。条里関連地名
26 高梨 中坪 ﾅｶﾉﾂﾎﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 条里地名
27 高梨 中道 (ae,ai,ak,am: 中通 ) ﾅｶﾄﾞｵﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 富塚の南東。自然堤防
28 高梨 並柳 ﾅﾐﾔﾅｷﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 細長い地形に由来か
29 高梨 橋従 ﾊｼﾖﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 橋の近くか
30 高梨 畑田 ﾊﾀｹﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 島貫境。自然堤防端
31 高梨 原 ﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道左岸の開拓地
32 高梨 東又 ﾋｶﾞｼﾏﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 水路分岐点か
33 高梨 蛭田 ﾋﾞﾙﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am ﾋﾙﾀ：低湿地
34 高梨 前原 ﾏｴﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 鍋田・島貫境。集落の南
35 高梨 道下 ﾐﾁｼﾓ ab,ad,ae,ai,ak,am 沖田南線の南
36 高梨 宮之前 (ai,ak: 宮ノ前 ) ﾐﾔﾉﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 一早神社有り。自然堤防
37 高梨 六畝割 ﾑｾﾜﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 伊與檀の北。鍋田村境。

土地の区画地名
38 高梨 弥九郎 ﾔｸﾛｳ ab,ad,ae,ai,ak,am 人名。筑茂村境
39 高梨 谷地端 ﾔﾁﾊﾞﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 河川堆積地。湿地の際
40 高梨 弥八 ﾔﾊﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 下高梨の北。人名か
41 高梨 東四ッ割 ﾋｶﾞｼﾖﾂﾜﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 荒地の区画地名
42 高梨 西四ッ割 ﾆｼﾖﾂﾜﾘ ae,ai,am 　　　　〃
43 高梨 四ッ割 ﾖﾂﾜﾘ ab,ae,ai,ak,am 　　　　〃
44 高梨 伊與檀 ｲﾖﾀﾞﾝ ab,ad,ae,ai,ak,am 道下の東。近世墓地
45 高梨 上河原 ｶﾐｶﾜﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 丸堤の西。旧河道
46 高梨 下高梨

（下高梨子村　田中田在家）
ｼﾓﾀｶﾅｼ ab,ad,ae,ai,ak,am、 市 史 上

巻 614 頁
沙弥某奉書写「出羽国北
条庄、下高梨子村田中田
在家」

47 高梨 下ノ前 ｼﾓﾉﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 下屋敷の東
48 高梨 野尻 ﾉｼﾞﾘ ab,ad,ai,ak,am 沖田の南への飛び地
49 高梨 弥六 ﾔﾛｸ ad,ae,ai,ak,am 沖田への飛び地、人名か
50 高梨 赤沢 ｱｶｻﾜ am
51 高梨 鍛冶屋敷 ｶｼﾞﾔｼｷ 地元聞取り 鍛冶地名
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ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
沖田 ｵｷﾀ ad,ae,ai,ak 沖積地で広い所。ｵｷ：洪

水で土砂を沖積させるこ
と

 1 沖田 大曲 ｵｵﾏｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 河川（地形）が曲がった
ところ

 2 沖田 三千苅 ｻﾝｾﾞﾝｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る
水田面積

 3 沖田 館ノ内 ﾀﾃﾉｳﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 沖田館跡
 4 沖田 中坪 ﾅｶﾉﾂﾎﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 条里関連地名
 5 沖田 東亦 ﾋｶﾞｼﾏﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 館ノ内の南東
 6 沖田 前田 ﾏｴﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 館ノ内の南
 7 沖田 道南 ﾐﾁﾐﾅﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 道の南。自然堤防
 8 沖田 桐ノ木堀(ad,ak:相之木堀）ｷﾘﾉｷﾎﾞﾘ 　( ｱｲﾉｷﾎﾞ

ﾘ )
ab,ad,ae,ai,ak,am 地区の南西角。三千刈の

西。水路に由来か
 9 沖田 門ノ前 (ad,ae,ai,ak: 明ノ前 ) ﾓﾝﾉﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 鍋田の字裏門・赤沢の南

に位置する
10 沖田 小荒 ｺｱﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 荒地か
11 沖田 笊田 ｻﾞﾙﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am ｻﾞﾙ：崩れやすい地
12 沖田 四呂場 ｼﾛﾊﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 小荒の南。白場で乾くと

白く見える砂地か
13 沖田 鍋田境 ﾅﾍﾞﾀｻﾞｶｲ ab,ad,ae,ai,ak,am 地区の東端。鍋田境
14 沖田 弐反割 ﾆﾀﾝﾜﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 三千刈の東。区画地名
15 沖田 野添 ﾉｿﾞｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 地区南端
16 沖田 弥市 ﾔｲﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 人名か
17 沖田 赤沢 ｱｶｻﾜ ae,ai,am 鍋田字赤沢付近か

１．沖郷　（４）沖田の小字名・地名
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１．沖郷　（５）宮崎の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
宮崎 ﾐﾔｻﾞｷ ad,ae,ai,ak 宮内の先の説あり
 1 宮崎 壱枚田 ｲﾁﾏｲﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 七間割の東
 2 宮崎 植木場 ｳｴｷﾊﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 上木場？　ｷﾊﾞ : 木を集め

た場所。或は浦江 ( ｳｴ :
水場 ) 際（ｷﾊ）か

 3 宮崎 狼小屋（明治期の表記では「狼」
のくずし字、或は「根」にも見
える）

ｵﾍﾉｺﾞﾔ (ai: ｵｴﾉｺﾞﾔ、
am: ｵｲﾉｺﾞﾔ )

ab,ad,ae,ai,ak,am 根小屋（城館地名）か。
狼は根の誤字か。読みは
御根小屋の転化か。館ケ
崎の南方にあたる

 4 宮崎 西川田 ﾆｼｶﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 最上川旧河道内の田
 5 宮崎 上川田 ｶﾐｶﾀﾞ (am: ｶﾐｶﾜﾀﾞ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 最上川旧河道内の田
 6 宮崎 下川田 ｼﾓｶﾀﾞ (am: ｼﾓｶﾜﾀﾞ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 最上川蛇行部旧河道に作

られた田
 7 宮崎 桐木堀 ｷﾝﾉｷﾎﾞﾘ (ai: ｷﾆﾉｷﾎﾞ

ﾘ、am: ｷﾘﾉｷﾎﾞﾘ )
ab,ad,ae,ai,ak,am 最上川蛇行地点。自然堤

防。水路に由来か
 8 宮崎 寺屋敷 ﾃﾗﾔｼｷ ad,ae,ai,ak,am 明治期字限図では町屋敷

3 になっているが正しく
は寺屋敷か。綱正寺あり

 9 宮崎 東中嶋 ﾋｶﾞｼﾅｶｼﾞﾏ ab 最上川蛇行部内側に残さ
れた微高地。寄洲

10 宮崎 西中嶋 ﾆｼﾅｶｼﾞﾏ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃
11 宮崎 中島 ﾅｶｼﾞﾏ ad,ae,ai,ak,am
12 宮崎 中島東 ﾅｶｼﾞﾏ ﾋｶﾞｼ am
13 宮崎 中島西 ﾅｶｼﾞﾏ ﾆｼ am
14 宮崎 苗代免 ﾅｯｼｮﾒ　(am: ﾅﾜｼﾛﾒ

ﾝ )
ab,ad,ae,ai,ak,am 苗代にかかわる免田か。

或は神社の祭りの納所（ﾅ
ｯｼｮ）に関する免田か

15 宮崎 西沼ノ台 (ai,ak: 西沼台 ) ﾆｼﾇﾏﾀﾞｲ ad,ae,ai,ak,am 最上川蛇行部の岸。台：
高い地。沼に面した高所

16 宮崎 沼台 ﾇﾏﾀﾞｲ ae,ai,ak,am 東沼ノ台の一部を改称
17 宮崎 沼台西 ﾇﾏﾀﾞｲ ﾆｼ am 西沼ノ台を改称
18 宮崎 沼台東 ﾇﾏﾀﾞｲ ﾋｶﾞｼ am 東沼ノ台を改称
19 宮崎 四人割 ﾖﾆﾝﾜﾘ ad,ae,ai,ak,am 区画地名、四間割を改称
20 宮崎 八人割 ﾊﾁﾆﾝﾜﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 区画地名
21 宮崎 前野原 ﾏｴﾉﾊﾗ ad,ae,ai,ak,am 前野から改称
22 宮崎 前野 ﾏｴﾉ ab 吉野川旧河道の東。蓮池

の東
23 宮崎 町屋敷 ﾏﾁﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落
24 宮崎 松木場 ﾏﾂｷﾊﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am ｷﾊﾞ（木を集めた所）の

可能性もあるか
25 宮崎 南田 ﾐﾅﾐﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道と最上川蛇

行部との間の土地
26 宮崎 北中ノ原 (ai,ak: 北中原 ) ｷﾀﾅｶﾉﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道の左岸。蓮

池の南東。小堤の東
27 宮崎 南中原 ﾐﾅﾐﾅｶﾉﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道左岸
28 宮崎 簗場 ﾔﾅﾊﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 魚を取る簗場か。川に近

い荒れ野
29 宮崎 一ノ貝 ｲﾁﾉｶｲ ad,ae,ai,ak,am 開：開墾地。飛び地
30 宮崎 大野向 ｵｵﾉﾑｶｲ ab,ad,ae,ai,ak,am 大野との川向の地
31 宮崎 大野 ｵｵﾉ ab,ad,ae,ai,ak,am 最上川蛇行部に挟まれた

草地
32 宮崎 押切 ｵﾂｷﾘ　(am: ｵｼｷﾘ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 最上川蛇行地点。洪水時

の堤防決壊地名
33 宮崎 上窪 ｶﾐｸﾎﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道及び右岸。窪地
34 宮崎 小堤 ｺﾂﾞﾂﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道。蓮池の南
35 宮崎 境田 ｻｶｲﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道及び右岸。露橋境
36 宮崎 坂井田 ｻｶｲﾀﾞ ad,ae,ai,ak
37 宮崎 拾二ノ木 ｼﾞﾕｳﾆﾉｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 紀州熊野の 12 社を祀っ

たか
38 宮崎 七間割 ｼﾁｹﾝﾜﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 区画地名
39 宮崎 杉ノ下 ｽｷﾞﾉｼﾀ ad,ae,ai,ak,am 飛び地
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ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
40 宮崎 大日 ﾀﾞｲﾆﾁ ad,ae,ai,ak,am 飛び地。大日如来を祀っ

たか
41 宮崎 舘ケ崎　(ad,ak: 舘崎 ) ﾀﾃｶﾞｻｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 城館地名。吉野川旧河道

と最上川蛇行部旧河道に
挟まれ、岬のように南へ
張り出す微高地

42 宮崎 鎮守堂 ﾁﾝｼﾞﾕﾄﾞｳ ab 八幡神社の北方。鎮守堂
があったか

43 宮崎 鎮守堂裏 ﾁﾝｼﾞﾕﾄﾞｳｳﾗ ad,ae,ai,ak
44 宮崎 寺橋 ﾃﾗﾊﾞｼ ab,ad,ai,ak,am 飛地
45 宮崎 梨ノ木 ﾅｼﾉｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 最上川蛇行部に東西を挟

まれた場所
46 宮崎 滑子 ﾅﾒｺ ab,ad,ae,ai,ak,am ﾅﾒ：滑りやすい土地。地

滑りに関係する地名の場
合もある

47 宮崎 西野（西ノ野） ﾆｼﾉﾉ ab,ad,ae,ai,ak,am 地区西端。最上川蛇行部
内側、中洲

48 宮崎 八丁巻　(ad,ae,ai,ak: 八町
巻）

ﾊﾂﾁﾖｳﾏｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 最上川蛇行部沿いの中洲
地。ﾏｷ：河川が大きく曲
がる所

49 宮崎 林 ﾊﾔｼ ad,ae,ai,ak,am 飛び地。関根堤有り
50 宮崎 附益 ﾌﾍ (ai: ﾌｴ、am: ﾌｴｷ ) ab,ad,ae,ai,ak,am ﾌｹ：湿地。最上川蛇行部

に東西を挟まれた場所。
寄洲

51 宮崎 稗原 ﾍﾔﾗ (am: ﾋｴﾊﾞﾗ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 最上川の縁
52 宮崎 三ツ塚 ﾐﾂﾂﾞｶ ad,ae,ai,ak,am 飛び地。最上川沿い
53 宮崎 四間割 ﾖﾝｹﾝﾜﾘ ab 区画地名
54 宮崎 東沼ノ台 ﾋｶﾞｼﾇﾏﾉﾀﾞｲ ab 最上川蛇行部
55 宮崎 開 ﾋﾗｷ am
56 宮崎 髙松 ﾀｶﾏﾂ ab,am 飛び地。旧高松郷に由来
57 宮崎 寺橋 ﾃﾗﾊﾞｼ am 飛び地
58 宮崎 上堤 ｶﾐﾂﾂﾐ am
59 宮崎 開田 ﾋﾗｷﾀﾞ am
60 宮崎 西之原 ﾆｼﾉﾊﾗ am
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１．沖郷　（６）露橋の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
露橋 ﾂﾕﾊｼ ad,ae,ai,ak
 1 露橋 井戸尻 ｲﾄﾞｼﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 井戸の底のような地形
 2 露橋 髙松南 ﾀｶﾏﾂﾐﾅﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧高松郷に由来
 3 露橋 髙松北 ﾀｶﾏﾂｷﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃
 4 露橋 髙松※ ﾀｶﾏﾂ am 〃
 5 露橋 地蔵堂 ﾁﾞｿﾞｳﾄﾞｳ ab,ad,ae,ai,ak,am 綱正寺の北。地蔵堂有り
 6 露橋 鎮守堂 ﾁﾝｼﾞﾕﾄﾞｳ ad,ae,ai,ak,am 中央に宮崎字鎮守堂飛び

地有り。堂があったか
 7 露橋 続橋南 ﾂﾂﾞｷﾊﾞｼﾐﾅﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 寺橋の南東
 8 露橋 続橋北 ﾂﾂﾞｷﾊﾞｼｷﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 寺橋の東
 9 露橋 続橋 ﾂﾂﾞｷﾊﾞｼ am
10 露橋 藤兵衛裏 ﾄｳﾍﾞｴｳﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 東宅地の北東。集落有。

人名
11 露橋 畑ケ田 ﾊﾀｹﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 前畑の西。湿地と自然堤

防
12 露橋 東五百刈 ﾋｶﾞｼｺﾞﾋﾔｸｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る

水田面積。上無川の後背
湿地13 露橋 西五百刈 ﾆｼｺﾞﾋﾔｸｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am

14 露橋 五百刈 ｺﾞﾋﾔｸｶﾞﾘ am
15 露橋 東拾二ノ木 ﾋｶﾞｼｼﾞﾕｳﾆﾉｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 十 二 神 将 や 紀 州 熊 野 の

12 社を祀ったか16 露橋 西拾弐ノ木 ﾆｼｼﾞﾕｳﾆﾉｷ ab,ad,ae,ai,ak,am
17 露橋 東宅地 ﾋｶﾞｼﾀｸﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落。自然堤防
18 露橋 西宅地 ﾆｼﾀｸﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落。自然堤防
19 露橋 前畑 ﾏｴﾊﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 西宅地の南。集落
20 露橋 北百々桐 (ad,ai,ak,am: 北ﾄ

ﾄﾞﾒｷ )
ｷﾀﾄﾄﾞﾒｷ　(am: ｷﾀﾄﾄ
ﾒｷ )

ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川旧河道。ﾄﾞﾄﾞﾒｷ：
水音が響く地

21 露橋 南百々桐 (ad,ai,ak,am: 南ﾄ
ﾄﾞﾒｷ )

ﾐﾅﾐﾄﾄﾞﾒｷ　(am: ﾐﾅﾐ
ﾄﾄﾒｷ )

ab,ad,ae,ai,ak,am 近世の館有り。ﾄﾞﾄﾞﾒｷ：
水音が響く地

22 露橋 壱ノ貝東 ｲﾁﾉｶｲﾋｶﾞｼ ab,ad,ae,ai,ak,am ｶｲ（開）：開墾地
23 露橋 壱ノ貝西 ｲﾁﾉｶｲﾆｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃
24 露橋 壱ノ貝 ｲﾁﾉｶｲ ae 〃
25 露橋 壱ノ貝南 ｲﾁﾉｶｲﾐﾅﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃
26 露橋 壱ノ貝北 ｲﾁﾉｶｲｷﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃
27 露橋 壱ノ貝道南 ｲﾁﾉｶｲﾐﾁﾐﾅﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃
28 露橋 壱ノ貝道北 ｲﾁﾉｶｲﾐﾁｷﾀ ab,ad,ai,ak,am 〃
29 露橋 牛沼東 ｳｼﾇﾏﾋｶﾞｼ ad,ae,ai,ak,am 最上川沿い
30 露橋 牛沼西 ｳｼﾇﾏﾆｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃
31 露橋 大野向 ｵｵﾉﾑｶｲ ab,ad,ae,ai,ak,am 最上川左岸
32 露橋 川向 ｶﾜﾑｶｲ ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川右岸。川の向かい

側の地。氾濫原
33 露橋 上ノ田 (ab: 上之田 ) ｶﾐﾉﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 神田の転化であれば神社

用の免田
34 露橋 北ノ前 ｷﾀﾉﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 藤兵衛裏の東
35 露橋 北ノ裏 ｷﾀﾉｳﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 東宅地の北方。集落有
36 露橋 草刈場 ｸｻｶﾘﾊﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川の最上川合流地点
37 露橋 熊之堂 (ad,ai,ak: 熊野堂 ) ｸﾏﾉﾄﾞｳ ab,ad,ae,ai,ak,am 寺があったという。上無

川旧河道あり
38 露橋 澤田 ｻﾜﾀﾞ (ad,ae,ai: ｻﾀﾞ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 東宅地の北
39 露橋 宿田 ｼﾕｸﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 鎮守堂の北東。ｼｭｸ：川

岸
40 露橋 寺橋 ﾃﾗﾊﾞｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 字熊野堂に寺があったこ

とに由来という。寺端の
可能性もあるか

41 露橋 藤葉 ﾌｼﾞﾊﾞ ad,ae,ai,ak,am 淵端か。吉野川旧河道の
右岸。蓮池の北端

42 露橋 牡丹野 ﾎﾞﾀﾝﾉ ab,ad,ae,ai,ak,am 上 無 川 の 最 上 川 合 流 地
点。ﾎﾀ：湿地

43 露橋 六兵衛裏 ﾛｸﾍﾞｴｳﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 北ノ前の南。集落。人名
44 露橋 諏訪原 ｽﾜﾉﾊﾗ am 法師柳・宮崎・関根飛び

地
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１．沖郷　（７）萩生田の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
萩生田 ﾊｷﾞｳﾀﾞ　(ad,ae: ﾊｷﾞﾌﾀﾞ ) ad,ae,ai,ak
 1 萩生田 井戸尻 ｲﾄﾞｼﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 湿地。井戸の底のような

地形の意。旧河道か
 2 萩生田 馬ノ墓 (K: 馬ノはか ) ｳﾏﾉﾊｶ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 道ノ上の北東。古墳か
 3 萩生田 梅之木 (K: 梅木 ) ｳﾒﾉｷ K,ab,ad,ae,ai,ak,am ｳﾒ：災害で埋まった土地
 4 萩生田 大塚 ｵｵﾂｶ ab,ad,ae,ai,ak,am 古墳群あり。伝承では後

三年の役戦死者の共同墓
地と伝わる

 5 萩生田 追廣 (K: 追広け ) ｵﾂﾋﾟﾛｹﾞ (ad,ae,ai: ｵ
ｯﾋﾟﾛｹﾞ、am: ｵﾂﾋﾟﾛ )

K,ab,ad,ae,ai,ak,am 地区南端。宮崎境。開け
ているの意か

 6 萩生田 上河原 ｶﾐｶﾞﾜﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道
 7 萩生田 下河原 ｼﾓｶﾜﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道
 8 萩生田 観音田 (K: くわんおんてん ) ｶﾝﾉﾝﾃﾞﾝ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 観音堂と八幡神社有
 9 萩生田 久保 (K: 窪 ) ｸﾎﾞ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 窪地
10 萩生田 沢田 ｻﾜﾀﾞ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道（蛇行部）
11 萩生田 三助 ｻﾝｽｹ ab,ad,ae,ai,ak,am 人名か。ｻﾝｼﾞｮであれば

算所や散所の可能性も
12 萩生田 高田 ﾀｶﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 並柳の北。水路分岐地点
13 萩生田 高野 (K: 高の ) ﾀｶﾉ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 大塚の南、古墳群があっ

たか
14 萩生田 堤ノ上 (K: ツツミノ上 ) ﾂﾂﾐﾉｳｴ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 西堤の北
15 萩生田 樋口 ﾄﾞｸﾞﾁ　(am: ﾄﾖﾉｸﾞﾁ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道右岸。島堤

の西南
16 萩生田 ( とひの口在家 ) ﾄｲﾉｸﾁｻﾞｲｹ D 樋口在家
17 萩生田 長割 ﾅｶﾞﾜﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 区画地名。畑を細長く区

画したもの
18 萩生田 並柳 (K: なミ柳 ) ﾅﾐﾔﾅｷﾞ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 細長い区画が由来か
19 萩生田 野際 (K: 野きわ ) ﾉｷﾞﾜ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道右岸
20 萩生田 白山 ﾊｸｻﾝ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 白山神社があった
21 萩生田 八景 ﾊﾂｹｲ ab,ad,ae,ai,ak,am ﾊｹ：石混じりのやせた土

地、高低差のある地形。
バッケ：崖

22 萩生田 西畑 ﾆｼﾊﾞﾀｹ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川に合流する旧吉野
川派流左岸の自然堤防

23 萩生田 東畑 ﾋｶﾞｼﾊﾞﾀｹ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃、旧河道有
24 萩生田 曲橋 ﾏｶﾞﾘﾊﾞｼ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 坂井村境。橋に由来か
25 萩生田 町河原 ﾏﾁｶﾜﾊﾗ ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道蛇行部内側
26 萩生田 道之上 ﾐﾁﾉｳｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 道より上方の意
27 萩生田 道ノ下 (K: 道下 ) ﾐﾁﾉｼﾀ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 道より下方の意
28 萩生田 水上 ﾐｽﾞｶﾞﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道、地区北端
29 萩生田 宮之内 ﾐﾔﾉｳﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落。神社があったか
30 萩生田 宮之前 ﾐﾔﾉﾏｴ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 坂井稲荷神社の東、宮之

内の西
31 萩生田 石山女 (K: 石あけび ) ｲｼｱｷﾋﾞ (am:ｲｼｱｹﾋﾞ) K,ab,ad,ae,ai,ak,am 四面神社。古墳
32 萩生田 石田 ｲｼﾀﾞ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 石の堆積地。字高田・道

之下と併せ扇状地状地形
33 萩生田 大下 ｵｵｼﾓ K,ab,ad,ae,ai,ak,am ｼﾄ（湿地）か。大は美称
34 萩生田 上野添 (K: 上のそへ ) ｶﾐﾉｿﾞｴ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 野（自然堤防）に沿う地
35 萩生田 下野添 (K: 下のそい ) ｼﾓﾉｿﾞｴ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 〃
36 萩生田 草刈場 ｸｻｶﾘﾊﾞ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 堤之上の北
37 萩生田 斎藤作 （K: 斉藤作り ) ｻｲﾄｳﾂﾞｸﾘ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 人名
38 萩生田 寺田 (K: 寺た ) ﾃﾗﾀﾞ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 寺に係る免田
39 萩生田 樋ノ下 ﾄﾖｼﾀ K,ab,ad,ae,ai,ak,am 八景の北東。水路に由来
40 萩生田 古屋敷 ﾌﾙﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 島堤の西。屋敷があった

か
41 萩生田 南沖 ﾐﾅﾐｵｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 沖：沖積地で広い所。川

か洪水で土砂を運び沖積
させる地

42 萩生田 上屋敷 ｶﾐﾔｼｷ am 水上・観音田付近を改称
43 萩生田 中屋敷 ﾅｶﾔｼｷ am 古屋敷～梅之木付近を改

称
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ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
44 萩生田 君殿 ｷﾐﾄﾞﾉ ( ｷﾐﾃﾞﾝ )? 市史編纂資料第 25 号萩生田

板碑
脇殿（ﾜｷﾄﾞﾉ、ﾜｷﾃﾞﾝ）等
の転化の可能性はないか

45 萩生田 前田 ﾏｴﾀﾞ K
46 萩生田 高江 ｺｳｺｳ ( ﾀｶｴ） K
47 萩生田 深田 ﾌｶﾀﾞ K
48 萩生田 つふかいた ﾂﾌｶｲﾀ ( ﾂﾌﾞｶﾞｲﾀ？ ) K ﾂﾌﾞ貝（ﾀﾆｼ）か
49 萩生田 かなや神てん ｶﾅﾔｶﾞﾐﾃﾞﾝ K 金屋神田
50 萩生田 まくの下 ﾏｸﾉｼﾀ K
51 萩生田 ひへ田 ﾋｴﾀﾞ K 稗田か、冷田か
52 萩生田 たき ﾀｷ K 滝か
53 萩生田 中道 ﾅｶﾐﾁ K
54 萩生田 東道 ﾋｶﾞｼﾐﾁ K
55 萩生田 東た ﾋｶﾞｼﾀﾞ K 東田
56 萩生田 うわへ ｳﾜﾍ K 上辺か
57 萩生田 びつきた ﾋﾞｯｷﾀﾞ K 蛙田
58 萩生田 まつりた ﾏﾂﾘﾀﾞ K 祭田か
59 萩生田 ざるた ｻﾞﾙﾀﾞ K ざる田
60 萩生田 砂た ｽﾅﾀﾞ K 砂田
61 萩生田 こしめくり ｺｼﾒｸﾞﾘ K 越巡
62 萩生田 畠田 ﾊﾀｹﾀﾞ K
63 萩生田 樋の上 ﾄｲﾉｳｴ K
64 萩生田 ばつけ ﾊﾞﾂｹ K ﾊﾞｯｹ：崖
65 萩生田 西 ﾆｼ K
66 萩生田 寺屋敷 ﾃﾗﾔｼｷ K
67 萩生田 しつけ畠 ｼﾂｹﾊﾀｹ K
68 萩生田 板橋本 ｲﾀﾊﾞｼﾓﾄ K
69 萩生田 よこて下 ﾖｺﾃｼﾓ K 横手下
70 萩生田 ゑはた（江はた） ｴﾊﾞﾀ K 江端
71 萩生田 東 ﾋｶﾞｼ K
72 萩生田 石はた ｲｼﾊﾀ K 石畑
73 萩生田 北はた ｷﾀﾊﾀ K 北畑
74 萩生田 石ほりた ｲｼﾎﾘﾀ K 石堀田
75 萩生田 川なした ｶﾜﾅｼﾀﾞ K 川無田
76 萩生田 まへ ﾏｴ K 前
77 萩生田 まへ畑（前はた） ﾏｴﾊﾀ K 前田
78 萩生田 江あへ ｴｱﾍ K 江合
79 萩生田 御イセトフ ｺﾞｲｾﾄﾌ K 御伊勢堂か
80 萩生田 のきり ﾉｷﾘ K 野切か
81 萩生田 あなた ｱﾅﾀﾞ K 穴田
82 萩生田 ゑなか ｴﾅｶ K 江中
83 萩生田 ツかた ﾂｶﾀﾞ K 塚田
84 萩生田 たんノ越 ﾀﾞﾝﾉｺｼ K 壇ノ越
85 萩生田 志つけ ｼﾂｹ K
86 萩生田 そてはた ｿﾃﾞﾊﾀ K 袖畠
87 萩生田 うしろはた ｳｼﾛﾊﾀ K 後ろ畠
88 萩生田 といきり ﾄｲｷﾘ K 樋切
89 萩生田 西た ﾆｼﾀﾞ K 西田
90 萩生田 ほりはた ﾎﾘﾊﾀ K 堀端
91 萩生田 塚ノ越 ﾂｶﾉｺｼ K
92 萩生田 堀田 ﾎﾘﾀ K
93 萩生田 たんノ前 ﾀﾞﾝﾉﾏｴ K 壇ノ前
94 萩生田 橋本 ﾊｼﾓﾄ K
95 萩生田 ままノ下 ﾏﾏﾉｼﾀ K 崖の下
96 萩生田 ほりノ上 ﾎﾘﾉｳｴ K
97 萩生田 ほり ﾎﾘ K 堀
98 萩生田 （中さと在家） ﾅｶｻﾞﾄｻﾞｲｹ D 中里在家
99 萩生田 船橋 ﾌﾅﾊﾞｼ ag 中萩生田南東。吉野川を

船で往来した所
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ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
坂井 ｻｶｲ ad,ae,ai,ak 境か。「酒井」と表記す

る文書もある
 1 坂井 稲荷前 ｲﾅﾘﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 稲荷の南
 2 坂井 稲荷 ｲﾅﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 稲荷神社があったか
 3 坂井 井戸尻 ｲﾄﾞｼﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 井戸の底のような地形
 4 坂井 上イヂョナ　(ad: 上ｲﾁｮﾅ ) ｶﾐｲﾁﾖﾅ ab,ad,ae,ak,am 砂田の北。自然堤防。条

里の 2 条７里の転化・脱
字の可能性はないか

 5 坂井 下イヂョナ　(ad: 下ｲﾁｮﾅ ) ｼﾓｲﾁﾖﾅ ab,ad,ae,ak,am 〃
 6 坂井 上中嶋 ｶﾐﾅｶｼﾞﾏ ab,ad,ae,ak,am 戸瀬土の川向（北）、上

無川の中洲
 7 坂井 下中嶋 ｼﾓﾅｶｼﾞﾏ ab,ad,ae,ak,am 下ｲﾁﾞｮﾅの川向（北）、上

無川の中洲
 8 坂井 中島 ﾅｶｼﾞﾏ am
 9 坂井 北屋敷 ｷﾀﾔｼｷ ab,ad,ae,ak,am 屋敷の北東、集落
10 坂井 小丁作 ｺｳｼﾞｮｳﾂﾞｸﾘ　(am: ｺ

ﾁﾖｳﾂﾞｸﾘ )
ab,ad,ae,ai,ak,am 壇之前の南、旧河道・堤

の 上 に 位 置 す る こ と か
ら、江上作りか

11 坂井 砂田 ｽﾅﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 砂地の田。後背湿地
12 坂井 高松 ﾀｶﾏﾂ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧高松郷に由来
13 坂井 檀之前　(ak: 檀ノ前 ) ﾀﾞﾝﾉﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 井戸尻の西
14 坂井 戸瀬土 ﾄｾﾄﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 上イヂョナの北
15 坂井 樋越 ﾄﾖﾉｺｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 宮崎村境
16 坂井 野中 ﾉﾅｶ ab,ad,ae,ai,ak,am 稲荷前の西
17 坂井 屋敷 ﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落
18 坂井 大西 ｵｵﾆｼ ab,ad,ai,ak,am 野中の北。大は美称。開

拓の進展を示す地名の名
残か

19 坂井 大広毛 ｵｳﾋﾟﾛｹﾞ ad,ai,ak,am 飛び地
20 坂井 野際 ﾉｷﾞﾜ am
21 坂井 窪 ｸﾎﾞ am
22 坂井 稲荷屋敷 ｲﾅﾘﾔｼｷ 東置賜・南陽　神社参拝

のしをり
坂井稲荷神社由緒「貞観
年中、字稲荷屋敷に祀ら
れる」とある

１．沖郷　（８）坂井の小字名・地名
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１．沖郷　（９）関根の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
関根 ｾｷﾈ B
 1 関根 井戸尻 ｲﾄﾞｼﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 井戸の底のような地
 2 関根 丑啼 ｳｼﾅｷ ab,ad,ae,ai,ak,am ｳｼ：洪水氾濫地。ﾅキ：

崩壊浸食地名
 3 関根 北原 ｷﾀﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 関根館の北東
 4 関根 杉之下　(ab: 杦之下 ) ｽｷﾞﾉｼﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 字東の南。上無川右岸
 5 関根 （すき下在け） ｽｷﾞｼﾀｻﾞｲｹ C 杉下在家
 6 関根 諏訪之原 ｽﾜﾉﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 高松の北西
 7 関根 館ノ内 ﾀﾃﾉｳﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 関根館
 8 関根 樋崎 ﾄﾖｻﾞｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 黒井堰の樋に由来（沖郷

村史 51 頁）
 9 関根 仲田 ﾅｶﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 百五十刈の北。最上川蛇

行部東岸
10 関根 西関根 ﾆｼｾｷﾈ ab,ad,ae,ai,ak,am 関根の西端。最上川蛇行

部北岸
11 関根 （にしせきね在け） ﾆｼｾｷﾈｻﾞｲｹ C 西関根在家
12 関根 八百苅 ﾊﾂﾋﾟﾔｸｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る

水田面積
13 関根 東 ﾋｶﾞｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 関根館の東方。上無川右

岸
14 関根 前田 ﾏｴﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落の東～南東
15 関根 屋敷 ﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 関根館の集落
16 関根 礼記 ﾚｲｷ ad,ae,ai,ak,am
17 関根 譯野 ﾜｹﾉ ad,ae,ai,ak,am 軒外レの北。分け野か
18 関根 一ノ貝 ｲﾁﾉｶｲ ad,ae,ai,ak,am ｶｲ（開）：開拓地名
19 関根 押切 ｵﾂｷﾘ　(am: ｵｼｷﾘ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 堤防決壊地
20 関根 川落 ｶｵﾁ　(am: ｶﾜｵﾁ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 川に落ちる所
21 関根 鴨引 ｶﾓﾋﾞｷ ab,ad,ae,ai,ak,am ｶﾓ：河川沿いの湿地
22 関根 唐臼 ｶﾙｽ ab,ad,ae,ai,ak,am 涸れ洲か。最上川蛇行部
23 関根 笆ノ内 ｸﾈﾉｳﾁ ad,ae,ai,ak,am 曲（ｸﾈ）か。又はｸﾈ：土

地が隆起して通過を妨げ
ている所

24 関根 軒外レ ｹﾊｼﾞﾚ　(am: ｹﾊｽﾞﾚ ) ad,ae,ai,ak,am 地区南西角。ｸｴ：岸が決
壊し易い、堤防決壊

25 関根 下谷地 ｼﾓﾔﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 前田１の東。唐臼の北。
後背湿地

26 関根 正源作 ｼﾖｳｹﾞﾝﾂﾞｸﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 将監作か。人名か
27 関根 千苅田　(ak: 千刈田 ) ｾﾝｶﾞﾘﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 関根館の北。刈は中世年

貢上納に係る水田面積
28 関根 中島　(ab: 中嶋 ) ﾅｶｼﾞﾏ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道。二つの水路に挟

まれた地。中洲
29 関根 橋向 ﾊｼﾑｶｲ ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川旧河道に挟まれる
30 関根 百五十苅 ﾋﾔｸｺﾞｼﾞﾕｳｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る

水田面積。最上川蛇行部
東岸

31 関根 三ツ塚 ﾐﾂﾂﾞｶ ad,ae,ai,ak,am 河川跡に堤有り
32 関根 髙松 ﾀｶﾏﾂ ab 旧高松郷に由来
33 関根 矢津摩 ﾔｼﾞﾏ ab,ad,ae,ai,ak,am ﾔｽ：砂礫堆積地・沼地
34 関根 柳ノ内 ﾔﾅｷﾞﾉｳﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 屋敷の西。ﾔﾅｷﾞ : 河川浸

食地
35 関根 大日 ﾀﾞｲﾆﾁ am 大日如来を祀ったか
36 関根 （田中在け） ﾀﾅｶｻﾞｲｹ C 田中在家
37 関根 （川はた在け） ｶﾜﾊﾞﾀｻﾞｲｹ C 川端在家
38 関根 （きたやま在け） ｷﾀﾔﾏｻﾞｲｹ C 北山在家
39 関根 てうふん ﾁｮｳﾌﾞﾝ C
40 関根 きやうつかやち ｷｮｳﾂﾞｶﾔﾁ C 経塚谷地
41 関根 きり田 ｷﾘﾀ C 切田
42 関根 （きやうき在け） ｷﾞｮｳｷｻﾞｲｹ C 行基在家か
43 関根 （まこ平在け） ﾏｺﾞﾋﾗｻﾞｲｹ C 孫平在家
44 関根 六百かり ﾛｯﾋﾟｬｸｶﾞﾘ C 六百刈
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１．沖郷　（10）若狭郷屋の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
若狭郷屋
( わかさ小屋：万治４年北条郷 34 村の先達
職を売渡す約束状。市史編集資料 41 号）

ﾜｶｻｺﾞｳﾔ　(ai: ﾜｶｻｺﾞﾔ ) ad,ae,ai,ak ｺｳﾔ（江戸時代の開拓地
名。新しく開墾した土地
は年限を決めて免税し、
荒野と呼ぶ習わしであっ
た）

 1 若狭郷屋 石田 ｲｼﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 石の堆積地。川原跡
 2 若狭郷屋 内ノ方 ｳﾁｶﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道の東。屋敷。

薬師堂有り。ｳﾁ：河川で
土地が抉られる

 3 若狭郷屋（打方在家） ｳﾁｶﾀｻﾞｲｹ Ｄ 打方在家
 4 若狭郷屋 浦城 ｳﾗｼﾞﾖｳ ab,ad,ae,ai,ak,am ｳﾗ：集落裏。ｼﾞｮｳ：上流か。

条里地名か
 5 若狭郷屋 江中郷 (ad,ae,ai,ak,am: 江

中子 )
ｴﾅｶｺﾞｳ ab,ad,ae,ai,ak,am 江：川。川に挟まれた地

か。稲荷神社があった。
江（ｺｳ）や子（ｺ）と郡 ( ｺ
ｵﾘ）の類似性にも注意

 6 若狭郷屋 扇田 ｵｳｷﾞﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 西川原の北。吉野川旧河
道。ｵｳｷﾞ：旧河川の土砂
堆積地。扇に似た地形の
土地

 7 若狭郷屋 大下 ｵｵｼﾓ ab,ad,ae,ai,ak,am 地区南端。南端は中ノ目
堤。ｼﾄ（湿地）か。大は
美称

 8 若狭郷屋 上三百苅 ｶﾐｻﾝﾋﾞﾔｸｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る
水田面積 9 若狭郷屋 下三百苅 ｼﾓｻﾝﾋﾞﾔｸｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am

10 若狭郷屋 三百苅 ｻﾝﾋﾞﾔｸｶﾞﾘ am
11 若狭郷屋 沢見 ｻﾜﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 畑ケ田の北。東辺に旧河

道或は氾濫跡
12 若狭郷屋 玉ノ木 ﾀﾏﾉｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 樋ノ口の西。植物地名か
13 若狭郷屋 樋ノ越 ﾄﾖﾉｺｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 丸堤の北東。自然堤防
14 若狭郷屋 中屋敷 ﾅｶﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落
15 若狭郷屋 北河原 ｷﾀｶﾜﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道。地区の北

端
16 若狭郷屋 西河原　(am: 西川原 ) ﾆｼｶﾜﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 西ノ畑の西。吉野川旧河

道内

17 若狭郷屋 西田 ﾆｼﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 前田の西
18 若狭郷屋 西ノ畑 ﾆｼﾉﾊﾀｹ ab,ad,ae,ai,ak,am 中屋敷の西南。吉野川旧

河道の左岸
19 若狭郷屋 宮田 ﾐﾔﾀ ab,ai,ak,am 神社の免租田。南端は郡

山堤
20 若狭郷屋 刈干場 (ad: 刈平場 ) ｶﾘﾎﾞｼﾊﾞ　(ad: ｶﾘﾋﾗﾊﾞ）ab,ad,ai,ak,am 地区の南東角
21 若狭郷屋 地蔵田 ｼﾞｿﾞｳﾃﾞﾝ ad,ai,ak,am 飛び地。地蔵講の免田か
22 若狭郷屋 樋ノ口 ﾄﾖﾉｸﾁ ab,ad,ai,ak,am 丸堤の北。水路に由来
23 若狭郷屋 畑田 ﾊﾀｹﾀﾞ ab,ad,ai,ak,am 宮田の北。北辺は河川跡

で欠けている
24 若狭郷屋 前田 ﾏｴﾀﾞ ab,ad,ai,ak,am 中屋敷の南
25 若狭郷屋 松ノ越 ﾏﾂﾉｺｼ ab,ad,ai,ak,am 樋越の北東。吉野川旧河

道或は氾濫跡
26 若狭郷屋 的場 ﾏﾄﾊﾞ ab,am 武芸の練習場
27 若狭郷屋 駅之裏 ｴｷﾉｳﾗ am 新しい字名
28 若狭郷屋 駅西 ｴｷﾆｼ am 〃
29 若狭郷屋（たうきん在家） ﾄｳｷﾝｻﾞｲｹ（ﾁｮｳｷﾞﾝｻ

ﾞｲｹ）
Ｄ たうきん在家

30 若狭郷屋（かしハは在家） ｶｼﾊﾊｻﾞｲｹ・ｶｼﾜﾊﾞｻﾞ
ｲｹ

Ｄ かしハは在家
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１．沖郷　（11）蒲生田の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
蒲生田 ｶﾓｳﾀﾞ ad,ae,ai,ak ｶﾓ：湿地。ｳﾀﾞ：湿田、 腐

食土の水が溜まった所
 1 蒲生田 牛カ窪 ｳｼｶﾞｸﾎﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 滝ノ下の北西。ｳｼ：洪水

氾濫域。ｸﾎﾞ：窪地
 2 蒲生田 海老田 ｴﾋﾞﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 海老のように曲がった形

の地
 3 蒲生田 大竹 ｵｵﾀｹ ab,ad,ae,ai,ak,am 番田の西。ﾀｹ：崖
 4 蒲生田 金又 ｶﾈﾏﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am ﾏﾀ：河の合流地点
 5 蒲生田 西金又 ﾆｼｶﾈﾏﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃
 6 蒲生田 上井戸尻 ｶﾐｲﾄﾞｼﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 湿地。井戸の底のような

地
 7 蒲生田 中井戸尻 ﾅｶｲﾄﾞｼﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃　申子田の東
 8 蒲生田 下井戸尻 ｼﾓｲﾄﾞｼﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃　中井戸尻の北
 9 蒲生田 西井戸尻 ﾆｼｲﾄﾞｼﾞﾘ am 〃
10 蒲生田 東井戸尻 ﾋｶﾞｼｲﾄﾞｼﾞﾘ am 〃
11 蒲生田 井戸尻 ｲﾄﾞｼﾞﾘ am 〃
12 蒲生田 上川原 ｶﾐｶﾜﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道
13 蒲生田 中川原 ﾅｶｶﾞﾜﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道
14 蒲生田 下川原 ｼﾓｶﾜﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道
15 蒲生田 清水上 ｼﾐｽﾞｶﾞﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 清 水 と 法 相 宗 の 古 庵 が

あったと伝わる。安養寺・
八幡神社有

16 蒲生田 大田 ﾀﾞｲﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道。ｵｵ：広い
17 蒲生田 大明神 ﾀﾞｲﾐﾖｳｼﾞﾝ ab,ad,ae,ai,ak,am 明神を祀ったか
18 蒲生田 高木 ﾀｶｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 中洲的な自然堤防
19 蒲生田 高畑 ﾀｶﾊﾞﾀｹ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道とその左岸
20 蒲生田 滝ノ下 ﾀｷﾉｼﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道。ﾀｷ：崖から落ち

る水。水が激しく流れる
所

21 蒲生田 舘ノ内 ﾀﾃﾉｳﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 蒲生田館の本丸
22 蒲生田 田中前 ﾀﾅｶﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 館ノ内の南西
23 蒲生田 地蔵前 ﾁﾞｿﾞｳﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 地蔵堂有
24 蒲生田 塚田 ﾂｶﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 町屋敷の北。集落。塚：

古墳（清水上遺跡）
25 蒲生田 当時作 ﾄｳｼﾞﾂﾞｸﾘ　(am: ﾄｳ

ｼﾞｻｸ )
ab,ad,ae,ai,ak,am ﾀｳｼ：倒れる、崩壊。氾

濫原の西側
26 蒲生田 堂ノ前 ﾄﾞｳﾉﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 蒲生田館の南
27 蒲生田 濃満屋敷 ﾉﾏﾔｼｷ　(am: ﾉｳﾏﾝﾔ

ｼｷ )
ab,ad,ae,ai,ak,am 野馬か。天目一箇神（ｱﾒ

ﾉﾏﾋﾄﾂﾉｶﾐ：鍛冶の神）に
関連か。 地名桜壇を含む

28 蒲生田 八幡前 ﾊﾁﾏﾝﾏｴ ab,ae,ai,ak,am 清水上の東。神社の北
29 蒲生田 上番匠面 ｶﾐﾊﾞﾝｼﾞﾖｳﾒ　(am:

ｶﾐﾊﾞﾝｼﾞﾖｳﾒﾝ )
ab,ad,ae,ai,ak,am 番匠は工人（城館等を造

るため招いた工人を優遇
し与えた地）。吉野川氾
濫原30 蒲生田 下番匠面 ｼﾓﾊﾞﾝｼﾞﾖｳﾒ　(am:

ｼﾓﾊﾞﾝｼﾞﾖｳﾒﾝ )
ab,am

31 蒲生田 番匠面 ﾊﾞﾝｼﾞﾖｳﾒ　(am: ﾊﾞ
ﾝｼﾞﾖｳﾒﾝ )

ad,ae,ai,ak,am

32 蒲生田 番田 ﾊﾞﾝﾃﾞﾝ ab,ad,ae,ai,ak,am 番田：中世に庄民の夫役
（ぶやく）によって耕さ
れた田のこと

33 蒲生田 西烏柳 ﾆｼｶﾗｽﾔﾅｷﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am ｶ ﾗ： 空。 ｽ： 洲。 ﾔ ﾅ ｷ ﾞ：
河川浸食地

34 蒲生田 東烏柳 ﾋｶﾞｼｶﾗｽﾔﾅｷﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 高木の西。旧河道有り
35 蒲生田 町ノ裏 ﾏﾁﾉｳﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落東辺。館から見て裏
36 蒲生田 町屋敷 ﾏﾁﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 蒲生田館と集落
37 蒲生田 道下 (ab: 道ノ下 ) ﾐﾁﾉｼﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道の左岸
38 蒲生田 南館 ﾐﾅﾐﾀﾞﾃ ab,ad,ae,ai,ak,am 蒲生田館南曲輪
39 蒲生田 申子田 ﾓｳｽｺﾞﾀﾞ　(am: ﾓｳｼ

ｺﾞﾀﾞ )
ab,ad,ae,ai,ak,am 蒲生田館の南西。申（ｻﾙ）

で南西方位を示すか
40 蒲生田 石田 ｲｼﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道で石の堆積

地
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ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
41 蒲生田 川童子田 (ad,ak: 川龍子田 ) ｶﾂﾊﾟﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am ｶｯﾊﾟは川の妖怪。小川等

の深みの所を指す。落差
のある川跡か

42 蒲生田 観音堂 ｶﾝﾉﾝﾄﾞｳ ab,ad,ae,ai,ak,am 観音堂有り
43 蒲生田 空具田 (am: 空貝田 ) ｸｸﾞﾀﾞ (ai,ak: ｸｸﾞﾀ、

am: ｸｶﾞｲﾀﾞ )
ab,ad,ae,ai,ak,am 供具田（ｸｸﾞﾀ、神仏に供

える米をとる田。）の当
て字。貝は誤字

44 蒲生田 瘤田 ｺﾌﾞﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 瘤状の起伏のある田
45 蒲生田 笊籬田 ｻﾞﾙﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am ｻﾞﾙ：崩れやすい地。旧

河道の西
46 蒲生田 砂子田 ｽﾅｺﾞﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 参考：砂子田のことを明

治年代まで「マツカ橋」
（真赤橋道）と云う（蒲
生田郷土史）

47 蒲生田 堰口前 ｾｷｸﾞﾁﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道氾濫原の東
48 蒲生田 大損畑 ﾀﾞｲｿﾝﾊﾞﾀｹ ab,ad,ae,ai,ak,am 洪水で損なわれる地か。

大倉（ｵｵｿｳ）や大曹（ｵｵ
ｿﾞｳ）等の転化の可能性
はないか

49 蒲生田 寺ノ浦 (ad,ae,ai: 寺ノ裏 ) ﾃﾗﾉｳﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 氾濫原。寺屋敷の東
50 蒲生田 寺屋敷 ﾃﾗﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 氾濫原。成興院跡
51 蒲生田 鯲面 ﾄﾞｼﾞﾖｳﾒ　(am: ﾄﾞｼ

ﾞｮｳﾒﾝ )
ab,ad,ae,ai,ak,am 面は免（免田）か。条里

地名「５条目」の可能性
もある

52 蒲生田 北鯲面 ｷﾀﾄﾞｼﾞﾖｳﾒ　(am: ｷ
ﾀﾄﾞｼﾞｮｳﾒﾝ )

ab,ad,ae,ai,ak,am 〃　鯲免の北

53 蒲生田 砥面田 ﾄﾂﾞﾗﾀﾞ (ak: ﾄﾂﾗﾀﾞ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川旧河道左岸。ﾄﾂﾗ：
蔓類の植物。蔓が繁茂す
る谷川の岸

54 蒲生田 西門口 ﾆｼﾓﾝｸﾞﾁ ab,am 蒲生田館の西門
55 蒲生田 西門前 ﾆｼﾓﾝﾏｴ ad,ae,ai,ak 西門口の誤字か
56 蒲生田 沼小屋 ﾇﾏｺﾞﾔ ab,ad,ae,ai,ak,am 館ノ内の北西。湿地、沼

地。ｺｳﾔ（開拓地名）か
57 蒲生田 旗鉾 ﾊﾀﾎｺ ab,ad,ae,ai,ak,am 旗鉾を立てた地と伝わる
58 蒲生田 馬場 ﾊﾞﾊﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 騎馬修練場
59 蒲生田 （馬場の在家） ﾊﾞﾊﾞﾉｻﾞｲｹ D 馬場の在家
60 蒲生田 松ノ下 (am: 松之下 ) ﾏﾂﾉｼﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 濃満屋敷の西
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１．沖郷　（12）中落合の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
中落合 ﾅｶｵﾁｱｲ ad,ae,ai,ak 落合：河川合流地名
 1 中落合 赤根 ｱｶﾈ ab,ad,ae,ai,ak,am ｱｶ：湿地
 2 中落合 板橋 ｲﾀﾊﾞｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 橋に由来か
 3 中落合 馬ノ墓 ｳﾏﾉﾊｶ ab,ad,ae,ai,ak,am 地区南東角。旧吉野川の

派流の旧河道右岸
 4 中落合 川窪北 ｶﾜｸﾎﾞｷﾀ ab 上無川左岸。氾濫域
 5 中落合 川窪南 ｶﾜｸﾎﾞﾐﾅﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃
 6 中落合 観定寺 (ad,ai,ak: 勧定寺 ) ｶﾝｼﾞﾖｳｼﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川の左岸。観定寺と

言う寺があったか
 7 中落合 髙田東 ﾀｶﾀﾞﾋｶﾞｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 派流の右岸
 8 中落合 髙田西 ﾀｶﾀﾞﾆｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 中落合館の南
 9 中落合 高田 ﾀｶﾀﾞ am
10 中落合 宅地 ﾀｸﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 中落合館跡
11 中落合 東ノ南 ﾋｶﾞｼﾉﾐﾅﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 中落合館の東南。運河有
12 中落合 東ノ北 ﾋｶﾞｼﾉｷﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 中落合館の東。運河有
13 中落合 前田東 ﾏｴﾀﾞﾋｶﾞｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 中落合館の南
14 中落合 前田西 ﾏｴﾀﾞﾆｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 中落合館の南西。中落合

遺跡（発掘調査地）
15 中落合 前田 ﾏｴﾀ am
16 中落合 南ノ東 ﾐﾅﾐﾉﾋｶﾞｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 地区南端。派流北岸
17 中落合 南ノ西 ﾐﾅﾐﾉﾆｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 地区南端。西辺は上無川。

旧吉野川派流と上無川の
合流地

18 中落合 五百苅東 ｺﾞﾋﾔｸｶﾞﾘﾋｶﾞｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る
水田面積

19 中落合 五百苅西 ｺﾞﾋﾔｸｶﾞﾘﾆｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 宅地の北東。天満神社有
り。運河屈曲地点。刈は
中世年貢上納に係る水田
面積

20 中落合 五百苅 ｺﾞﾋﾔｸｶﾞﾘ am
21 中落合 畑ケ田 (ab: 畑田 ) ﾊﾀｹｶﾞﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 六枚田の北
22 中落合 六枚田 ﾛｸﾏｲﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 区画地名
23 中落合 寺西 ﾃﾗﾆｼ ab,am 慈眼寺
24 中落合 檜原東 ﾋﾉｷﾊﾞﾗﾋｶﾞｼ ab,am 西原の北西
25 中落合 檜原西 ﾋﾉｷﾊﾞﾗﾆｼ am 西原の北西。上無川左岸
26 中落合 西原 ﾆｼﾊﾗ ab,am 桑木会の西。運河跡と上

無川合流点
27 中落合 北原ノ西 ｷﾀﾊﾗﾆｼ ab,am 宅地の北。運河有。地区

北端
28 中落合 北原ノ東 ｷﾀﾊﾗﾋｶﾞｼ ab,am 地区北辺
29 中落合 桑木会 ｸﾜﾉｷｱｲ ab,am ｱｲ：河川合流地名。ｶｲで

あれば狭い谷（運河か）。
郡家合（ｺｳｹｱｲ）など、ｺ
ｵﾘ（郡衙）との関係はな
いのか

30 中落合
飛び地

町川原東 ﾏﾁｶﾜﾊﾗﾋｶﾞｼ ab,am 萩生田の東へ飛地。吉野
川旧河道中洲。ﾏﾁ：「待つ」
の可能性もあるか

31 中落合
飛び地

町川原北 ﾏﾁｶﾜﾊﾗｷﾀ ab,am 〃

32 中落合
飛び地

町川原南 ﾏﾁｶﾜﾊﾗﾐﾅﾐ ab,am 〃

33 中落合 宮ノ内 ﾐﾔﾉｳﾁ am
34 中落合 中ノ坪 ﾅｶﾉﾂﾎﾞ ae 条里地名。山形県地名録

にのみ採録されており、
他の資料に出てこないこ
とから誤記載の可能性も
ある
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１．沖郷　（13）西落合の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
西落合 ﾆｼｵﾁｱｲ ai 落合：河川合流地名
 1 西落合 七拾苅 ｼﾁｼﾞﾕｳｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 東半は上無川旧河道。刈

は中世年貢上納に係る水
田面積

 2 西落合 中䑓 (ad,ae,ai,ak,am:中台）ﾅｶﾀﾞｲ ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川旧河道、中洲、氾
濫域。ﾀｲ：流路跡。台：
高い土地

 3 西落合 中之坪 ﾅｶﾉﾂﾎﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 条里地名
 4 西落合 野際 ﾉｷﾞﾜ ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川の北岸。氾濫域。

自然堤防の野の際
 5 西落合 畑田 ﾊﾀﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川氾濫域の西。後背

湿地
 6 西落合 北原 ｷﾀﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 地区北端、堤有。上無川

右岸。屋敷の北側
 7 西落合 東原 ﾋｶﾞｼﾊﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川右岸の自然堤防。

屋敷の東側
 8 西落合 西又 ﾆｼﾏﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 道を挟んで東又の西。ﾏﾀ：

分岐した沢
 9 西落合 東又 ﾋｶﾞｼﾏﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 道を挟んで西又の東
10 西落合 明神前 ﾐﾖｳｼﾞﾝﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川右岸。自然堤防。

白髭神社有
11 西落合 屋敷 ﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落
12 西落合 六百苅 ﾛﾂﾋﾟﾔｸｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川右岸の自然堤防・

後背湿地。刈は中世年貢
上納に係る水田面積

13 西落合 土目木 ﾄﾞﾒｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 水音が響く地
14 西落合 萩生田窪 ﾊｷﾞﾕｳﾀﾞｸﾎﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 萩生田・中落合境。上無

川右岸。旧河道・窪地
15 西落合 高松 ﾀｶﾏﾂ ab,am 旧高松郷に由来
16 西落合 渋田 ｼﾌﾞﾀ ab,am 屋敷の南。渋水（金気水）

が湧く地か。渋は赤錆、
鉄分の多い水が湧く田を
指す場合が多い

17 西落合 ( ハらひた在家 ) ﾜﾗﾋﾞﾀｻﾞｲｹ D 蕨田在家
18 西落合 ( あんへい在家 ) ｱﾝﾍﾞｲｻﾞｲｹ D あんへい在家



69

１．沖郷　（14）長瀞の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
長瀞 ﾅｶﾞﾄﾛ B,ad,ai,ak 瀞：川の流れが静かで深

い所。洪水で度々泥が上
がったことに由来すると
いう（市史編集資料 26
号）

 1 長瀞 庚檀 ｶﾉｴﾀﾞﾝ N,ab,ad,ae,ai,ak,am 庚申塔のある壇があった
所

 2 長瀞 渋田 ｼﾌﾞﾀﾞ N,ab,ad,ae,ai,ak,am 稲荷前の東。渋は赤錆の
こと、鉄分の多い水が湧
く田を指すことが多い

 3 長瀞 下在家 (N: 下ノ在家 ) ｼﾓｻﾞｲｹ N,ab,ad,ae,ai,ak,am 下在家があったか
 4 長瀞 鈴振田 (N: 鈴ふりてん ) ｽｽﾞﾌﾘﾃﾞﾝ N,ab,ad,ae,ai,ak,am 鈴を使った神事等に由来

か
 5 長瀞 舘ノ内 (N: たての内 ) ﾀﾃﾉｳﾁ N,ab,ad,ae,ai,ak,am 長瀞館跡
 6 長瀞 檀ノ越 (N: たんのこし ) ﾀﾞﾝﾉｺｼ N,ab,ad,ae,ai,ak,am 壇：近世墓地。田の中に

墓地有
 7 長瀞 柳田 ﾔﾅｷﾞﾀﾞ N,ab,ad,ae,ai,ak,am 田の形状が細長いか
 8 長瀞 稲荷前 ｲﾅﾘﾏｴ N,ab,ad,ae,ai,ak,am 西に法師柳の稲荷神社が

ある。楊林寺の東～北
 9 長瀞 大中田 ｵｵﾅｶﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 地区の南東角。西落合境
10 長瀞 川前 ｶﾜﾏｴ N,ad,ae,ai,ak,am 飛地
11 長瀞 堂ノ前 (N: とうの前 ) ﾄﾞｳﾉﾏｴ N,ab,ad,ae,ai,ak,am 館ノ内の東。集落
12 長瀞 堂ノ裏 ﾄﾞｳﾉｳﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 堂ノ前の北
13 長瀞 前田 ﾏｴﾀﾞ N,ab,ad,ae,ai,ak,am 檀ノ越の東。西落合境
14 長瀞 即免 (N: そくめん ) ｿｸﾒﾝ N,ab,am 免田
15 長瀞 中坪 ﾅｶﾂﾎﾞ am 条里地名
16 長瀞 御屋しき ｵﾔｼｷ N 御屋敷
17 長瀞 たん ﾀﾝ N 壇
18 長瀞 たうてん ﾀｳﾃﾞﾝ（ﾁｮｳﾃﾞﾝ？） N
19 長瀞 南た ﾐﾅﾐﾀ N 南田
20 長瀞 はつけた ﾊﾂｹﾀ N ﾊﾞｯｹ：崖地名か
21 長瀞 たんの前 ﾀﾞﾝﾉﾏｴ N 段の前
22 長瀞 のきわ ﾉｷﾞﾜ N 野際
23 長瀞 下た ｼﾓﾀ N 下田
24 長瀞 すなた ｽﾅﾀﾞ N 砂田
25 長瀞 ひへた ﾋｴﾀﾞ N 稗田
26 長瀞 たなた ﾀﾅﾀﾞ N 棚田
27 長瀞 大下 ｵｵｼﾓ N
28 長瀞 四つた ﾖﾂﾀ N 四つ田。四の坪に関係す

る可能性はあるか
29 長瀞 南はた ﾐﾅﾐﾊﾀ N 南端
30 長瀞 くねそい ｸﾈｿｲ N 久根添か
31 長瀞 上ノ前 ｳｴﾉﾏｴ N
32 長瀞 はたけそい ﾊﾀｹｿﾞｲ N 畑添
33 長瀞 ふかた ﾌｶﾀﾞ N 深田
34 長瀞 ひわたし ﾋﾜﾀｼ N 日渡 : 荷渡しの転化か
35 長瀞 こしめぐり ｺｼﾒｸﾞﾘ N 越巡
36 長瀞 北前 ｷﾀﾏｴ N
37 長瀞 小弐百かり ｺﾆﾋﾔｸｶﾞﾘ N 小二百刈
38 長瀞 たんの水 ﾀﾝﾉﾐｽﾞ N 段の水
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１．沖郷　（15）法師柳の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
法師柳 ﾎｳｼﾔﾅｷﾞ ad,ae,ai,ak
 1 法師柳 （ほうしやなぎ在け） ﾎｳｼﾔﾅｷﾞｻﾞｲｹ Ｃ 法師柳在家
 2 法師柳 歌小屋 ｳﾀｺﾞﾔ ab,ad,ae,ai,ak,am ｳﾀ：湿地＋ｺｳﾔ：開墾地名

か
 3 法師柳 漆房 ｳﾙｼﾎﾞｳ ab,ad,ae,ai,ak,am 漆職人・工房の説がある。

ｳﾙｼ：湿地。漆：七の当て
字の場合もある。（参考：

「房」は律令時代に「郷」
を構成する世帯の単位）

 4 法師柳 大上 ｵｵｶﾞﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am 地区北端。大乗の転化の
説あり（宮内熊野大社史）。
また、六上（六条）の誤
記の可能性はないか（９
頁第 6 図では、6 条にあ
たっている）

 5 法師柳 北ノ前 ｷﾀﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 福地・漆房の北。織機川
左岸の自然堤防と後背湿
地

 6 法師柳 水田 ﾐｽﾞﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 福地の北西。織機川左岸
の自然堤防と後背湿地

 7 法師柳 千苅田 ｾﾝｶﾞﾘﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る
水田面積

 8 法師柳 天保田 ﾃﾝﾎﾟﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 天保年間に開拓か
 9 法師柳 道六神 ﾄﾞｳﾛｸｼﾞﾝ ab,ad,ae,ai,ak,am 道祖神か
10 法師柳 西田 ﾆｼﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 砂塚村境。西田３に集落

有
11 法師柳 福地 ﾌｸﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落。肥沃な土地を意味

する吉祥地名か或はﾌｸﾁ：
水を含むと膨れる地か

12 法師柳 柳田 ﾔﾅｷﾞﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 地区南東端。南辺は上無
川右岸。ﾔﾅｷ ：゙河川浸食地。
又は柳のように細長い土
地

13 法師柳 川久保 ｶﾜｸﾎﾞ ab,ad,ae,ai,ak ｸﾎﾞ：窪
14 法師柳 中坪 ﾅｶﾉﾂﾎﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 条里地名
15 法師柳 髙松 ﾀｶﾏﾂ am 旧高松郷に由来
16 法師柳 昭和 ｼﾖｳﾜ am
17 法師柳 諏訪原 ｽﾜﾉﾊﾗ am 飛地
18 法師柳 林 ﾊﾔｼ am
19 法師柳 長割 ﾅｶﾞﾜﾘ am
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１．沖郷　（16）中ノ目の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
中ノ目 ﾅｶﾉﾒ ai 中世の中麿郷に関係か
 1 中ノ目 入生免 ｲﾘｵﾒﾝ　(am: ｲﾘﾕｳﾒ

ﾝ )
ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 井料免：用水管理用の共

同水田、免田
 2 中ノ目 入生免下 ｲﾘｵﾒﾝｼﾀ　(am: ｲﾘﾕｳﾒﾝｼﾀ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 〃　　。吉野川河道
 3 中ノ目 卯之木浦 ｳﾉｷｳﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am ｳﾉｷの読みは内柵、内城

に通じる。周辺に鍋田字
鵜之木、字内城の小字あ
り。ｳﾉｷの裏の意

 4 中ノ目 七拾刈 ｼﾁｼﾞﾕｳｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係
る水田面積

 5 中ノ目 檀ノ前 ﾀﾞﾝﾉﾏｴ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 壇は近世墓地
 6 中ノ目 道六神 ﾄﾞｳﾛｸｼﾞﾝ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 元鍋田境。道祖神か
 7 中ノ目 東道六神 ﾋｶﾞｼ ﾄﾞｳﾛｸｼﾞﾝ ab,ad,ae,ai,ak,am 道六神の東
 8 中ノ目 樋場　(ag: 塔場 ) ﾄﾖﾊﾞ ab,ad,ag,ai,ak,am 水路分岐地
 9 中ノ目 畑田 ﾊﾀｹﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 樋場の南東。爼柳堤の西
10 中ノ目 東 ﾋｶﾞｼ ad,ae,ai,ak,am 東屋敷の東。自然堤防
11 中ノ目 西 ﾆｼ ab,ad,ae,ai,am 西屋敷の西
12 中ノ目 北 ｷﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 西屋敷の北
13 中ノ目 東浦 (ad,ae,ai,ak: 東之浦） ﾋｶﾞｼﾉｳﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 東屋敷の北。浦は裏
14 中ノ目 南屋敷 ﾐﾅﾐﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落。南屋敷館跡（近世

館か）
15 中ノ目 西屋敷 ﾆｼﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落。近世屋敷か
16 中ノ目 東屋敷 ﾋｶﾞｼﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃
17 中ノ目 東ノ前田 ﾋｶﾞｼﾉﾏｴﾀ ab,ad,ae,ak,am 西屋敷の東。東屋敷の南
18 中ノ目 北ノ前田 ｷﾀﾉﾏｴﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 南屋敷の東～北東。北を

冠し前田と区別か
19 中ノ目 前田 ﾏｴﾀﾞ ab,ae,ak,am 南屋敷の南
20 中ノ目 中前田 (ad: 中ノ前田 ) ﾅｶﾉﾏｴﾀﾞ ab,ad,ae,ak,am 南屋敷の南
21 中ノ目 的場 ﾏﾄﾊﾞ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 下の北西。自然堤防。武

芸の練習場
22 中ノ目 上井 ﾜｲ　(am: ｶﾐｲ ) ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 水路分岐点
23 中ノ目 地蔵浦東 ﾁﾞｿﾞｳｳﾗﾋｶﾞｼ ag,ak,am 浦は裏
24 中ノ目 地蔵浦西 ﾁﾞｿﾞｳｳﾗﾆｼ ag,ak 〃
25 中ノ目 地蔵裏上 ﾁﾞｿﾞｳｳﾗｶﾐ am
26 中ノ目 南経塚 ﾐﾅﾐｷﾖｳﾂﾞｶ ag,ak,am 経塚があったか
27 中ノ目 経塚 ｷﾖｳｽﾞｶ am 経塚があったか
28 中ノ目 越中刈場 ｴﾂﾁﾕｳｶﾘﾊﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 松田屋敷の西
29 中ノ目 城中川場 ag 越中刈場の誤記か
30 中ノ目 亀屋敷 ｶﾒﾉｺﾔｼｷ　(am: ｶﾒﾔｼｷ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 亀に似た地形、屋敷跡
31 中ノ目 郡山前 ｺｳﾘﾔﾏﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 地区北端。自然堤防
32 中ノ目 小深田 ｺﾌﾞｶﾀﾞ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 南屋敷の東。元鍋田境
33 中ノ目 佐吉作 ｻｷﾁﾂﾞｸﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 人名
34 中ノ目 三五免 ｻｺﾞﾒ　(am: ｻﾝｺﾞﾒﾝ ) ad,ae,ai,ak,am 地租率又は免税率等を

冠した免租地か
35 中ノ目 下中ノ目 ｼﾓﾅｶﾉﾒ ak
36 中ノ目 野屋敷 ﾉﾔｼｷ ad,ae,ai,ak
37 中ノ目 四百刈 ｼﾋﾔｸｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 八百刈の東。刈は中世年

貢上納に係る水田面積。
38 中ノ目 五百刈 ｺﾞﾋﾔｸｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係

る水田面積。観音堂有
39 中ノ目 八百刈 ﾊﾂﾋﾟﾔｸｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 七拾刈の北。刈は中世年

貢上納に係る水田面積
40 中ノ目 西中里 ﾆｼﾅｶｻﾞﾄ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 吉野川右岸。自然堤防。

条里関連地名か41 中ノ目 東中里 ﾋｶﾞｼﾅｶｻﾞﾄ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am
42 中ノ目 西六百刈 ﾆｼﾛﾂﾋﾟﾔｸｶﾞﾘ ab,ad,ae,ak,am 刈は中世年貢上納に係

る水田面積
43 中ノ目 東六百刈 ﾋｶﾞｼﾛﾂﾋﾟﾔｸｶﾞﾘ ab,ad,ae,ak,am 四百刈の北。刈は中世年

貢上納に係る水田面積
44 中ノ目 六百刈 ﾛﾂﾋﾟﾔｸｶﾞﾘ ag,am 刈は中世年貢上納に係

る水田面積
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ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
45 中ノ目 盆作 ﾎﾞﾝﾂﾞｸﾘ ab,ad,ae,ak,am 八百刈の北。水路分岐地

点
46 中ノ目 味高 ﾐﾀﾞｶ ab,ad,ae,ai,ak,am ﾐ：水。石岡境
47 中ノ目 宮田 ﾐﾔﾀ ab,ad,ag,ai,ak,am 神社に関わる免租地
48 中ノ目 野添 ﾉｿﾞｴ ab,am 吉野川右岸。自然堤防
49 中ノ目 下　（下リ） ｻｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,am 卯ノ木浦の北。自然堤防
50 中ノ目 きりたはたけ ｷﾘﾀﾊﾞﾀｹ C
51 中ノ目 （たての在け　ak: 館之内在

家 )
ﾀﾃﾉｻﾞｲｹ　(ak: ﾀﾃﾉｳﾁｻﾞｲｹ ) C,ak( 湯目文書 ) 館之内在家

52 中ノ目 （なきあみ在け  ak: 那智阿
弥在家 )

ﾅｷｱﾐｻﾞｲｹ　(ak: ﾅﾁｱﾐｻﾞｲｹ ) C,ak( 湯目文書 ) 那智阿弥在家

53 中ノ目 （なかのめ在け 　ak: 中目
在家、中ノ目在家 )

ﾅｶﾉﾒｻﾞｲｹ C,ak( 湯目文書 ) 中目在家

54 中 ノ 目
（飛地 2）

油田 ｱﾌﾞﾗﾀﾞ　(am: ｱﾌﾞﾗﾃ
ﾞﾝ )

ab,ad,ae,ai,ak,am 寺等の油代に係る免田
木戸橋に西

55 中 ノ 目
（飛地 2）

河前 ｶﾜﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 木戸橋の西

56 中 ノ 目
（飛地 2）

木戸橋 ｷﾄﾞﾊﾞｼ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 山王前の西。橋に由来

57 中 ノ 目
（飛地 2）

山王前 ｻﾝﾉｳﾏｴ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 山 王 神 社 が あ っ た か。
付近に旧中ノ目集落が
あったと伝わる

58 中 ノ 目
( 飛地１)

赤沢 ｱｶｻﾜ ab,ad,ae,ai,ak,am 掘端の北。湿地

59 中 ノ 目
( 飛地１)

野中 ﾉﾅｶ ab,ad,ae,ai,ak,am 開拓地

60 中 ノ 目
( 飛地１)

橋本 ﾊｼﾓﾄ ab,ad,ae,ai,ak,am 掘端の南。自然堤防。橋
に由来か

61 中 ノ 目
( 飛地１

東谷地 ﾋｶﾞｼﾔﾁ ab,ad,ae,ai,ak 中谷地の東。湿地

62 中 ノ 目
( 飛地１

西谷地 ﾆｼﾔﾁ ab,ad,ae,ai,ak 中谷地の西。湿地

63 中 ノ 目
( 飛地１

中谷地 ﾅｶﾔﾁ ab,ad,ae,ai,ak 湿地

64 中ノ目 南谷地 ﾐﾅﾐﾔﾁ am
65 中ノ目 北谷地 ｷﾀﾔﾁ am
66 中 ノ 目

( 飛地１
和泉刈場 ｲﾂﾐｶﾘﾊﾞ ab,ad,ae,ai,ak 赤沢の北。松田屋敷の南

西
67 中 ノ 目

( 飛地１
和泉川端 ｲｽﾞﾐｶﾜﾊﾞﾀ ag 和泉刈場の誤記か

68 中 ノ 目
( 飛地１

堀端 ﾎﾘﾊﾞﾀ ab,ad,ae,ak 西谷地の南西

69 中 ノ 目
( 飛地１

松田屋敷 ﾏﾂﾀﾞﾔｼｷ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 松田の西。館跡有り。
今の字北谷地付近

70 中 ノ 目
( 飛地１

松田 ﾏﾂﾀﾞ ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 自然堤防

71 中ノ目 小野田 ｵﾉﾀﾞ am
72 中ノ目 萱積場 ｶﾔﾂﾐﾊﾞ am
73 中ノ目 北経塚 ｷﾀｷﾖｳﾂﾞｶ am 経塚があったか
74 中ノ目 塔場前、塔場前 ﾄｳﾊﾞﾏｴ am 塚があったか
75 中ノ目 塔場浦 ﾄｳﾊﾞｳﾗ am 塔婆裏の意
76 中ノ目 中田 ﾅｶﾀ am
77 中ノ目 二反田 ﾆﾀﾝﾀﾞ am
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１．沖郷　（17）鍋田の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考

鍋田 ﾅﾍﾞﾀ ad,ae,ai,ak ﾅﾍﾞ：土壌が滑らかな所
 1 鍋田 赤沢 ｱｶｻﾜ O,ab,ad,ae,ai,ak 赤沢２：裏門の東。赤澤

３：野在家西。赤沢１, ２,
３は全て離れている

 2 鍋田 赤沢ノ１ ｱｶｻﾜﾉｲﾁ O,aa クグ田の北。ｱｶ：水気の
多い湿地。水流堆積物が
垢のように溜まった場所

 3 鍋田 上赤沢※ ｶﾐｱｶｻﾜ am
 4 鍋田 荒田 ｱﾗﾀ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 古い旧河道又は氾濫地
 5 鍋田 大あらた ｵｵｱﾗﾀ O
 6 鍋田 イカ作 (aa: イガ作 ) ｲｶﾞﾂﾞｸﾘ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 伊賀作
 7 鍋田 一ノ坪 (aa: 壱之坪 ) ｲﾁﾉﾂﾎﾞ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 三條院の北。条里地名
 8 鍋田 的場 ﾏﾄﾊﾞ ab,ak,am 的場１。武芸の練習場
 9 鍋田 まとはし ﾏﾄﾊｼ O
10 鍋田 裏門 ｳﾗﾓﾝ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 吉田の南。高梨村・沖田

村境
11 鍋田 大石橋 ｵｵｲｼﾊﾞｼ O,aa,ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 石橋に由来。（板碑が石橋

になることも多い）
12 鍋田 大田 ｵｵﾀ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 鶴巻の北・ビヤクの南
13 鍋田 上之野 (aa,ad,ai,ak: 上ノ野 ) ｶﾐﾉﾉ　(am: ｳｴﾉﾉ ) aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 三ケ口の南
14 鍋田 北野 (O: きたの ) ｷﾀﾉ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 的場の北。自然堤防
15 鍋田 木戸橋 ｷﾄﾞﾊﾞｼ aa,ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 吉野川右岸。自然堤防。

地区南端。橋に由来か
16 鍋田 幾内城 (ad: 畿内城 ) ｷﾅｲｼﾞﾖｳ aa,ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 畿内神社の西
17 鍋田 幾内田 ｷﾅｲﾃﾞﾝ am 畿内神社に係る免租地か
18 鍋田 窪田尻 ｸﾎﾞﾀｼﾞﾘ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 窪んだ土地
19 鍋田 荒神堂 (O: こふじんど ) ｺｳｼﾞﾝﾄﾞ O,aa,ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 荒神堂有。黒井堰跡有
20 鍋田 荒神野 ｺｳｼﾞﾝﾉ aa,ad,ae,ai,ak 大野原の南西
21 鍋田 庚檀 ｶﾅｲﾀﾞﾝ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 庚申塔のある近世墓地か

22 鍋田 三ケ口 ﾐｶﾞｸﾞﾁ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 千屋敷の西。ﾐ：水か？
23 鍋田 三條院 (aa,ak: 三条院 ) ｻﾝｼﾞﾖｳｲﾝ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 条里の三条。条里地名。院：

正倉（倉庫の周りに厳重
な垣をめぐらし、倉院ま
たは単に院と称される）、
郡衙の別院

24 鍋田 三百野 ｻﾝﾋﾞﾔｸﾉ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 面積を示すか
25 鍋田 四歩一 (O,aa: 四分一 ) ｼﾌﾞｲﾁ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 年貢減免に関わる地名か。

ｼﾌﾞ：すぼんだ地形。ｲﾂ：
険しい

26 鍋田 新堤 ｼﾝﾂﾞﾂﾐ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 新堤があった
27 鍋田 大符前 ﾀｲﾌﾏｴ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 大符神社の南。※字名で

は「大」で、神社名では「太」
を用いることもある

28 鍋田 檀前 (O: だん前 ) ﾀﾞﾝﾉﾏｴ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 西屋敷の東。北西角に墓
地。檀：近世墓地

29 鍋田 鶴巻 (O: つるまき ) ﾂﾙﾏｷ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am ﾂﾙ：水流。ﾏｷ：河川が曲
がる所

30 鍋田 寺田 ﾃﾗﾀﾞ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 寺に関わる免租田
31 鍋田 堂ノ前 (O: とふの前 ) ﾄｳﾉﾏｴ O,aa,ad,ae,ai,ak,am 東屋敷の南。畿内神社有
32 鍋田 何國田 ﾄﾞｸﾀﾞ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 寺田の南。ﾄﾞｸ：曲がりく

ねった場所。曲がった田
33 鍋田 西之浦 ﾆｼﾉｳﾗ aa,ad,ae,ai,ak,am 西屋敷の南西。浦は裏
34 鍋田 笊田 (O: ざる田 ) ｻﾞﾙﾀ　(ad,ae,ai: ﾉﾘﾀﾞ ) O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am ｻﾞﾙ：崩れやすい地
35 鍋田 西屋敷 ﾆｼﾔｼｷ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 集落。近世館か
36 鍋田 東屋敷 ﾋｶﾞｼﾔｼｷ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 〃
37 鍋田 ビ ヤ ク (O: び や く ね、

ad,ae,ai,ak: ビヤグ )
ﾋﾞﾔｸﾞ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am ﾋﾞｬｸ：地崩れ地、豪雨で

崖が崩れた地など。西側
の古い自然堤防が抉られ
ており、その地形を指す
ものか

38 鍋田 宝蔵檀 ﾎｳｿﾞｳﾀﾞﾝ aa,ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 壇：近世墓地。黒井堰跡
有

39 鍋田 宝蔵田 ﾎｳｿﾞｳﾃﾞﾝ am
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ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
40 鍋田 坊田 ﾎﾞｳﾃﾞﾝ　(am: ﾎﾞｳﾀﾞ ) aa,ab,ad,ae,ag,ai,ak,am ﾎﾞｳ：傾斜地。崩壊の崩
41 鍋田 クグ田 ｸｸﾞﾀﾞ aa,am 供具田（ｸｸﾞﾀ）。神仏に供

える米をとる田
42 鍋田 千屋敷（干屋敷） ｾﾝﾔｼｷ（am: ﾎｼﾔｼｷ） aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 三條院の西。※千とも干

とも判断がつかない
43 鍋田 前小屋 ﾏｴｺﾞﾔ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 大符神社有。集落。ｺｳﾔ（江

戸時代の開拓地名）
44 鍋田 前田 ﾏｴﾀﾞ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 坊田の西
45 鍋田 水上 ﾐｽﾞｶﾞﾐ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 西屋敷の北。水路分岐地

点。墓地有。「庵寺アリ、
武女ト云フ尼アリキ、…」

（鍋田郷土史）
46 鍋田 味之助檀 ﾐﾉｽｹﾀﾞﾝ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 東屋敷の北西。墓地有。

壇は近世墓地。人名
47 鍋田 屋敷前 ﾔｼｷﾏｴ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 東屋敷の南
48 鍋田 屋敷合 ﾔｼｷｱｲ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 東屋敷・西屋敷の間の地
49 鍋田 屋妻 (aa: 屋つま ) ﾔｽﾞﾏ　( ﾉｷﾂﾏ？ ) O,ab,ad,ae,ai,ak,am ﾔｽﾊﾞだと砂礫堆積地
50 鍋田 屋島 ﾔｼﾞﾏ aa
51 鍋田 のきつま ﾉｷﾂﾏ O
52 鍋田 柳田 ﾔﾅｷﾞﾀﾞ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 西屋敷の南。柳の葉に似

た形状の土地
53 鍋田 吉田 ﾖｼﾀﾞ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 高梨村境。集落
54 鍋田 早稲田 ﾜｾﾀﾞ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 狭い埋没谷川につくられ

た田
55 鍋田 大野原 ｵｵﾉﾊﾗ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 大野原１：荒神堂の西。

自然堤防。大野原２：吉
野川右岸

56 鍋田 小田 (O: こ田 ) コタ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak ｺﾀ：泥地、湿地
57 鍋田 とうこ田 ﾄｳｺﾀﾞ O
58 鍋田 白干 (O: 白ふうし ) ｼﾗﾎﾞｼ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak 白干１は堂ノ前の南。白

干２は盲作の北西とかな
り離れている。白：洪水
の土砂で埋まった地か

59 鍋田 野在家 ﾉｻﾞｲｹ aa,ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 吉野川右岸、自然堤防。
野在家があったか

60 鍋田 野下 ﾉｼﾀ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 水上の西
61 鍋田 平田 ﾍｲﾀﾞ aa,ab,ad,ae,ai,ak 平：谷の中の平らな所
62 鍋田 棒橋 ﾎﾞｳﾊｼ aa,ab,ad,ae,ai,ak 屋妻の西。橋に由来か
63 鍋田 松ノ木 (O: 松木、ab: 松之木 ) ﾏﾂﾉｷ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川右岸、自然堤防
64 鍋田 盲作 (O: 育作 ) ﾒｸﾗﾂﾞｸﾘ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak 野下の北西
65 鍋田 六屋敷 ﾛｸﾔｼｷ O,aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 東屋敷の北。墓地有
66 鍋田 稲場 (O: いなば ) ｲﾅﾊﾞ O,aa,ab,ad,ae,ai,am 西屋敷の西
67 鍋田 野添 (O: 野孫 ) ﾉｿﾞｴ O,aa,ab 上之野の西。墓地有
68 鍋田 野きわ ﾉｷﾜ O 野際
69 鍋田 あふ田 ｱﾌﾞﾀ O 虻田
70 鍋田 まつり田 ﾏﾂﾘﾀﾞ O
71 鍋田 畑中 ﾊﾀｹﾅｶ O
72 鍋田 とふ六神 ﾄﾞｳﾛｸｼﾞﾝ O 道六神。道祖神か
73 鍋田 こんばハ ﾊﾝﾊﾞﾊ O
74 鍋田 長松作 ﾁｮｳｻｸﾂﾞｸﾘ O 人名
75 鍋田 くいゆたか ｸｲﾕﾀｶ O
76 鍋田 くちでん ｸﾁﾃﾞﾝ O
77 鍋田 野中田 ﾉﾅｶﾀﾞ O
78 鍋田 野中 ﾉﾅｶﾀﾞ O
79 鍋田 く手もへ ｸﾃﾓﾍ O
80 鍋田 くりけ ｸﾘｹ O 厨家か。郡衙の出先機関

である院（三條院）の厨
の可能性も

81 鍋田 屋敷神 ｳｱｼｷｶﾞﾐ O
82 鍋田 たて廻り ﾀﾃﾏﾜﾘ O 館廻り
83 鍋田 くたつま ｸﾀﾞﾂﾏ O
84 鍋田 野まい ﾉﾏｲ O
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85 鍋田 たんうら ﾀﾞﾝｳﾗ O 壇裏
86 鍋田 つづ田 ﾂﾂﾞﾀ O
87 鍋田 野栄 ﾉｴｲ O
88 鍋田 だんの浦 ﾀﾞﾝﾉｳﾗ O 壇の裏
89 鍋田 ふうでん ﾌｳﾃﾞﾝ O
90 鍋田 まないのまい ﾏﾅｲﾉﾏｲ O 真名井ノ前か。赤湯の爼

柳に関連する地名か
91 鍋田 まないじょう ﾏﾅｲｼﾞｮｳ O 真名井城、或は真内城？

字内城の由来か
92 鍋田 新八田 ｼﾝﾊﾁﾀﾞ O 人名か
93 鍋田 ふり田 ﾌﾘﾀ O 振田
94 鍋田 ふる田 ﾌﾙﾀ O 古田
95 鍋田 川原田 ｶﾜﾗﾀﾞ O
96 鍋田 手不ふし ﾃﾌﾞﾌｼ O
97 鍋田 でりくひ ﾃﾞﾘｸｲ O
98 鍋田 かぞてん ｶｿﾞﾃﾝ O
99 鍋田 なし屋敷 ﾅｼﾔｼｷ O
100 鍋田 栄田 ｻｶｲﾀﾞ O
101 鍋田 長畑 ﾅｶﾞﾊﾀｹ O
102 鍋田 長田 ｵｻﾀﾞ O
103 鍋田 小野 ｵﾉ O
104 鍋田 なミ柳 ﾅﾐﾔﾅｷﾞ O
105 鍋田 こんまい ｺﾝﾏｲ O
106 鍋田 からす作 ｶﾗｽﾂﾞｸﾘ O
107 鍋田 沖田境 ｵｷﾀｻｶｲ O
108 鍋田 中ノ目境 ﾅｶﾉﾒｻｶｲ O
109 鍋田 入生面 ｲﾘｭｳﾒﾝ O 井料免：用水管理用の共

同水田、免田
110 鍋田 大あし ｵｵｱｼ O
111 鍋田 太田 ｵｵﾀ O
112 元鍋田① 内城 (O: うち城 ) ｳﾁｼﾞｮｳ　(am: ﾅｲｼﾞｮ

ｳ )
O,aa,ab,ad,ag,ai,ak,am 内城館。ﾅｲｼﾞｮｳ、ｳﾁﾉｷ等

とも読める

113 元鍋田① 鵜之木 (aa,ak: 鵜ノ木 ) ｳﾉｷ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am ｳﾉｷ：内柵や内城にならな
いか。鵜之木館跡。周辺
には卯ノ木、内城の小字
がある

114 元鍋田① 川前 ｶﾜﾏｴ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川左岸。飛牛壇の西
115 元鍋田① 熊之前 (aa: 熊の前 ) ｸﾏﾉﾏｴ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 爼柳の熊野神社前。みょ

う（享保の絵図）。爼柳
No24 参照

116 元鍋田① 十二ノ木 ｼﾞﾕｳﾆﾉｷ aa,ab,ad,ae,ag,ai,ak,am 紀州熊野の 12 社を祀っ
た地か

117 元鍋田① 大道
（aa,ad,ae,ai,ak,am: 大 道
端）

ﾀﾞｲﾄﾞｳ ( ﾊﾀ ) aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川右岸。墓地有

118 元鍋田① 中之坪 ﾅｶﾉﾂﾎﾞ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 中央が窪む地形。条里地
名

119 元鍋田① 宿之浦 (aa: 宿ノ浦 ) ﾔﾄﾞﾉｳﾗ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 的場 2 の北。浦は裏か
120 元鍋田① 貞松作 (O: てい松作 ) ﾃｲﾏﾂﾂﾞｸﾘ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 人名
121 元鍋田① ていまつ在け ﾃｲﾏﾂｻﾞｲｹ C 貞松在家
122 元鍋田① 飛牛檀 ﾋｷﾞﾕｳﾀﾞﾝ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 吉野川左岸。熊野十二所

権現の第十一段「飛行夜
叉」の名残か（市史上巻）
爼柳 No42 関係

123 元鍋田① ビワ首 ﾋﾞﾜｸﾋﾞ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am ﾋﾞｬｸ：地崩れ
124 元鍋田① 的場 ﾏﾄﾊﾞ aa,ab,am 的場 2。吉野川右岸（飛

牛檀の川向い）。武芸の練
習場

125 元鍋田① 原 ﾊﾗ aa,ab,ad,ae,ai,ak,am 十二ノ木の西～北東
126 元鍋田① 前田 ﾏｴﾀﾞ aa,ab,ad,am 前田 2：熊之前の南

前田３：鵜之木の東
127 鍋田 豊田 ﾄﾖﾀﾞ am
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ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
128 鍋田 開 ﾋﾗｷ am
129 鍋田 松田 ﾏﾂﾀﾞ am
130 鍋田 千刈田 ｾﾝｶﾞﾘﾀﾞ am
131 鍋田 鉄道東 ﾃﾂﾄﾞｳﾋｶﾞｼ am
132 鍋田 南屋敷 ﾐﾅﾐﾔｼｷ am
133 鍋田 南経塚 ﾐﾅﾐｷﾖｳﾂﾞｶ am 経塚があったか
134 鍋田 大野 ｵｵﾉ am
135 鍋田 （田中在家 ) ﾀﾅｶｻﾞｲｹ D 田中在家

１．沖郷　（18）その他の地名等
ＮＯ 地区名 地名 読み 出典 備考

 1 高梨 伊豫 ｲﾖ 沖郷村史 P39 現在の墓地は、高福寺の
境 内 に あ つ ま り た れ ど
も、、昔は伊豫、土佐、将
監、大角の四つに分かる

 2 高梨 土佐 ﾄｻ 沖郷村史 P39

 3 高梨 土佐壇 ﾄｻﾀﾞﾝ 沖郷村史 P39 土佐壇に大乗妙典と刻し
た石塔あり

 4 ー 高松川 ﾀｶﾏﾂｶﾞﾜ 沖郷村史 P50 上無川（昔の高松川）
 5 関根他 高松郷 ﾀｶﾏﾂｺﾞｳ 沖郷村史 P51 関根は昔は高松郷の一つ

にして、坂井、法師柳と
同郷なり

 6 ー 沖中 ｵｷﾅｶ 沖郷村史 P186 「沖郷村の殆どは平野で通
称沖中（ｵｷﾅｶ）と称し、
金山、漆山方面は山手（ﾔ
ﾏﾃ）と唱え特に本村を含
む本郡の北部は旧藩時代
より北條郷と云う沖中の
里から沖郷も出たもので
あろう」

「山形県の地名」（昭和
５３年 11 月 2 日　安彦
好重　高陽堂書店発行）

沖：沖積地で広い所が多
い。川か洪水で土砂を運
び沖積させることを土砂
をオクということから、
オキという語が起こった

 7 ー ほその目 ﾎｿﾉﾒ Ｄ（市史上巻 P721) ほその目　太子堂在家
 8 法師柳 ガランド ｶﾞﾗﾝﾄﾞ 宮内熊野大社史 P24 伽藍堂の転化か。字「大上」

地内の地名という
 9 法師柳

（漆山）

ツボカイ ﾂﾎﾞｶｲ 宮内熊野大社史 P24 壺戒か。ツボカイ清水。
字「大上」の南端（漆山境）

10 若狭郷屋 笹淵 ｻｻﾌﾞﾁ 沖郷村史 P21 川跡。最も深く、ここま
で鮭が遡上したという

11 郡山 桜壇 ｻｸﾗﾀﾞﾝ 沖郷村史 P19 字長表の桜壇。青木玄仙
の塔が立つという

12 法師柳 境川 ｻｶｲｶﾞﾜ 市史中巻 P311 織機川の別名。織機川は、
「大

お お り は た

里端川」（郡衙のある
里の境、条里水田の端）
の可能性はないか

13 法師柳 沢入川 ｻﾜｲﾘｶﾞﾜ 市史中巻 P311 織機川の別名
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